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事業実施の背景と取り組み 

 

2024 年度における国政レベルでの外国人材の受入れをめぐる様々な施策の中で、当協会に直接大き

く関わるものとして次の 2 点が挙げられる。1 つ目は外国人支援コーディネーター養成研修の開始で

あり、当協会からも職員 1 名が受講し認定を受けた。2 つ目は 2024 年 4 月施行の「日本語教育の適正

かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する法律」であり、これに基づき全国で「認

定日本語教育機関」「登録実践研修機関・登録日本語教員養成機関」「登録日本語教員」の登録が開始さ

れた。地域日本語教育において全国的なモデルとなっている浜松市の日本語教育とそれを支える組織

のあり方についてこれまで以上にしっかりとした議論が求められている。 

 

 一方、浜松市の外国人住民数は技能実習生や特定技能をはじめ技術人文知識国際業務の在留資格等

により企業で働く人が増加したため、2024 年 11 月には 2008 年以来、3 万人を超えた。 

さらに、特定技能制度が 2019 年 4 月から施行されて 5 年が経過し、更新回数に制限がなく家族帯

同が可能な特定技能 2 号の在留資格を持つ外国人とその帯同家族が全国で増加傾向にあり、帯同家族

として来日する日本語や日本の生活に不慣れな配偶者や子どもの受入れについての支援体制の整備が

早急に求められている。 

 また、浜松市においては 2024 年 12 月にインド工科大学ハイデラバード校（IITH）と人材交流や経

済交流の活性化を目的とした覚書を締結。2025 年度には同国アーメダバード市との友好協定を締結す

ることを目指している。そのほか、2024 年 10 月にはフィリピンのアクラン州と人材交流に関する覚

書も締結している。今後浜松市における外国人材の受入れは企業で働く人材、特にインド、フィリピン

で拡充される方向と言える。 

 

こうした状況の下、当協会としては重点事業である「外国人材活躍支援」「地域日本語教育推進体制

づくり」「無関心市民層への交流活動拡充」を３つの柱として新規事業も含めて着実に取り組んだ。主

なものとしては、2023 年度に開発した生活 Can do を用いた浜松版生活日本語コースを全国で初めて

試行し、より一層の日本語教育の充実を図った。また、増加する外国人材の受け入れのため、企業向け

に外国人新生活サポート事業などを浜松市として新たに事業をスタートさせ、当協会が受託し、動き

始めた。さらに、次世代の子どもの日本語を含めた学習支援については、これまで浜松市教育委員会を

中心に展開されてきたが、それを補完する部分について 2024 年度から放課後日本語補修教室など新規

事業に取り組んだ。そのほか、ウクライナ避難民受入れ支援については浜松市では 2024 年度で一区切

りがつき、通常の支援に移行した。 

 

これらの事業を支える組織運営としては、2025 年施行の公益法人法改正への対応や、労基法改正へ

の対応等を確実に行ってきた。今後、外国人の受入れが大きな流れとなる中で、当協会の役割はますま

す大きなものとなることが予測され、専門人材による質の高い事業、それを支える人材の育成・安定し

た組織運営を見据えて進めていく。 
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【重点】相談事業 p.5 
多言語生活相談、出張相談、法律相談、行政書士相談、社労士相談、税務相談、年金相

談、中国残留邦人支援、メンタルヘルス相談、外国人雇用相談、外国人留学生メンター

による就労・起業相談、外国人新生活サポート、ソーシャルワーク研修など 

 

【重点】日本語学習支援事業 p.18 
浜松市地域日本語教育の総合的な体制づくり推進、支援者養成講座、 

教職員多文化共生講座、地域日本語学習支援、外国人学校日本語教師派遣など 

 

外国につながる次世代支援事業  p.28 
外国人の子どもの不就学ゼロ作戦、就学支援教室、キャリア支援など 

 

多文化防災事業 p.35 
外国人防災リーダー研修、災害時多言語支援センター設置訓練、 

災害・防災情報提供など 

 

 

 
地域共生事業 p.37 

各地域への個別支援、地域共生自治会会議 

 

多様性を生かしたまちづくり事業 p.37 
多文化共生 MONTH、文化・スポーツ紹介、地域活性化事業、インターナショナル・フェス

ティバル・ICC シンポジウムの運営、外国人材活躍宣言事業所認定事業など 
 

グローバル人材の育成と活用 p.39 
地球人教育出前講座、グローバル人材セミナー、国際理解教育講座、グローバルフェア、

コミュニティ・ライフステージ講座、多文化体験、ブリッジビルダー育成など 

 

国際交流・国際理解事業 p.45 
外国語講座、交流イベントなど 

 

担い手の育成と支援 p.46 
ボランティアバンクの運営、助成金交付、バディ・ボランティア活動など 

 

情報収集・提供事業 p.49 
HICE NEWS、Facebook、Instagram、メール配信、情報カウンター 

  はままつ多文化共生・国際交流ポータルサイト HAMAPO の運営 など 

多

文

化

共

生

社

会

の

推

進 

多文化共生のまちづくりと 

グローバル感覚に優れた人づくり 

多文化共生のまちづくり 

グローバル感覚に優れた人づくり【重点】 

 

多文化共生センター 外国人学習支援センター 
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事 業 報 告 
  
 

１． 相談事業 

①外国人市民のための多言語生活相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（7,080 件） 
■言語別件数内訳                            （件） 

言語 曜日 時間 相談件数 

ポルトガル語 月～土曜日  9：00～17：00 1,478 

フィリピノ語 火・木・土 9：00～17：00 1,260 

ベトナム語 火・木・土 13：00～17：00 202 

中国語 土曜日 13：00～17：00 89 

スペイン語 土曜日 13：00～17：00 226 

インドネシア語 土曜日 13：00～17：00 11 

英語 月曜日～金曜日 13：30～16：30 805 

日本語 毎日  9：00～17：30 3,009 

合計 7,080 

 

 ■問い合わせ手段                             （件） 

来訪 電話 手紙、メール等 メッセンジャー 合計 

1,617 3,210 1,708 545 7,080 

 

■内容別件数内訳                             （件） 

内容 件数 内容 件数 

入管手続 284 結婚・離婚・DV 270 

雇用・労働 2,538 交通・運転免許 70 

社会保険・年金 140 通訳・翻訳 339 

税金 184 福祉 30 

医療 171 マイナンバー 7 

出産・子育て 193 ウクライナ関係 2 

子どもの教育 115 コロナウイルス関係 9 

日本語学習 207 手続き一般 2,001 

防災・災害 49 その他 384 

住宅 87   

合計 7,080 

＊その他は、金融、人間関係等が含まれる 

②入管ワンストップ型相談コーナーの運営（他機関連携事業）（142 件） 
入国管理局との連携で専門相談の窓口を開設。 

毎週水曜日 9：00～12：00、13：00～17：30 相談件数：延べ 142件 

 

③出張相談（市委託：国際課「ワンストップセンター事業」）（86 件） 
・4 月 19 日、5月 22 日：ブラジル人スーパー、ブラジル人託児所など（8件） 

・6 月 2 日：小中企業展示会（MIPE）(18 件) 

・6 月 23 日：フェスタジュニーナへ出展（31 件） 

・9 月 4 日：在浜松ブラジル総領事館へ出張講習会（24 件） 

・2 月 20 日：ベトナム人レストラン（2件） 

・3 月 8 日：ブラジル人レストラン（1件） 

・3 月 18 日：フィリピン人雑貨屋訪問（2件） 

多文化共生のまちづくり 
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④専門相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」） 

■法律相談（117 人） 
弁護士による法律相談 

毎月最終木曜日、土曜日 計 22 回開催 

相談者数 延べ 117人 

 協 力 静岡県弁護士会浜松支部、関東弁護士連合会（10 月の拡大法律相談） 

 

■行政書士相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（32 人） 
  行政書士による相談 

毎月土曜日 計 11回開催 

相談者数 延べ 32人 

協 力 静岡県行政書士会西遠支部 

 

■社会保険労務士相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（18 人） 
  社会保険労務士による相談 

毎月木曜日 計 8 回開催 

相談者数 延べ 18人 

協 力 静岡県社会保険労務士会浜松支部 

 

■在留支援相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（21 人） 
  名古屋入管審査管理部門在留支援による相談 

毎月木曜日第一木曜日 計 9回開催 

相談者数 延べ 21人 

協 力 名古屋出入国在留管理局 

 

■税務相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（84 人） 
日 時 令和 7年 2月 1日（土）9：30～16：30 

    令和 7年 2月 8日（土）9：30～16：30 

内 容 外国人を対象に、通訳（ポルトガル語、フィリピノ語、スペイン語、英語）をつけてス

ムーズに確定申告が行えるよう支援した。 

参加者 相談者 84人 

協 力 東海税理士会浜松西支部 

 

■年金相談（市委託：国際課 「ワンストップセンター事業」）（13 人） 
日 時 7 月 18 日（木）  13：00～16：00 

11 月 21 日（木） 13：00～16：00 

内 容 免除申請方法、将来もらえる年金額など 

参加者 相談者 13人 

協 力 東・西年金事務所 

 

⑤中国残留邦人支援事業（市委託：福祉総務課）（162 件）  
中国在留邦人とその配偶者で、世帯の収入が一定の基準に満たない者に対し生活支援費を給付す

る際の業務補助、相談、通訳等の支援のための相談員を配置した。 

日 時  週 2日 13：00～17：00（98 日） 

配置場所 市内南行政センター内福祉事業所、東行政センター内福祉事業所 

相談員  1 人 

相談内容 病院にかかる際の言葉の心配、介護サービス申請の支援、子弟の教育や就職など 

相談件数 延べ 162件 

対 象  7 世帯 9人 
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⑥メンタルヘルス相談（市委託：精神保健福祉センター） 
   心理士2人を配置し、ポルトガル語でのメンタルヘルス相談及び精神科等への同行通訳を行った。 

 

■メンタルヘルス相談（ポルトガル語によるカウンセリング）（439 件） 

日 時 週 5日 9：00～17：30 週 2 日（火・金）は 12：15～20：45 

件 数 延べ 439 件（カウンセリング 386 件、相談 53件）（前年度 409 件）  

 

［カウンセリング 386 件の内訳］ 

出身国 ブラジル人 361 回（93,5％） ペルー人 23 回（6％）ドミニカ共和国人 2 回（0,5 ％） 

年齢 大人 348 回（90％）   思春期 15 回（4％）  子ども 23 回（6％） 

時間帯  昼間 316 回（81,9％） 夜間 70 回(18,1％) 

  

心理関連相談（多い順） ※1人につき複数の相談あり 

1 異文化不適応 10 実存の危機 

2 自己認識 11 仕事上人間関係 

3 家族不和 12  喪中 

4 個人的な人間関係 13 いじめ 

5 孤独 14 自殺問題 

6 トラウマ 15 学習困難 

7 子育て問題 16 高齢化問題 

8 職業指導 17 虐待 

9 自尊心 18 暴力 

 

内 容 2024 年度には新たなケースに対応した。 

・重篤な病気と診断された人の家族への心理的サポートであり、父親が癌と診断された家

族全員が現実と向き合い、適応し、一緒にこの困難をうまく対処できるように家族療法

を行った。 

・トランスジェンダーの人のケースで、家族、社会、職場での誤解や理解を得ることがで

きないために、不安やうつ病を患った人がこの状況をクリアするための方法を学ぶ必要が

生じた。 

・薬物やパチンコ依存症により、身体的な健康を崩し、経済的不安、家族との疎遠、社会

的孤立に悩む人々に対する心理的サポートが必要になり、グループ療法等を取り入れた。 

・日本で高校を卒業した後、学業を継続するための支援が経済的にも家族から得られず、

うつ病、自尊心の低下、実存的危機に陥っている若者も見られた。 

・ブラジルで専門家としての資格を取得しているにも関わらず、年齢、日本語の語学力不

足、日本の文化や労働システムへの適応の難しさから、就職先が見つからず心理的に不安

定になるケースもあった。 

 

課 題 依存症（喫煙、薬物、ギャンブル）で困難に陥っている人は、心理的サポートを受けると

共に、デトックスや社会復帰支援等包括的な支援が望ましいため、他の機関との連携やサ

ポートネットワークも必要である。しかし、外国人が支援を受ける場合、言語や文化の違

い等の壁があり難しいことが多い。 

生活保護者、精神疾患を患っている人が精神科で治療を受け、心理的サポートも受け、

安定しているにも関わらず、職場や社会に復帰することが困難な事例が多く見られる。 
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■同行通訳 ポルトガル語合計 386 回（ブラジル国籍 373 回、ペルー国籍 6回、パラグアイ国籍 6

回、フィリピン国籍 1回） 依頼 447 回の内 61回キャンセル 

同行通訳 依頼数（延べ） 
新規 

子ども 大人 男 女 合計 

2024 年度 386 回 28 人 3 人 16 人 15 人 31 人 

2023 年度 335 回 23 人 11 人 20 人 14 人 34 人 

                                 ※子ども（0才～18才） 

内 容 今年度の新規ケースは 31件で、多い時は月に 5件あったが、全体では昨年度より 3 件減少

した。対応した医療機関数は昨年より１カ所増えて 14 カ所だった。入院した患者は 3名で、

その中の 2名は以前から同行通訳を行っていた患者だった。対応した患者の 7割以上が 0歳

から 18 歳で、大人は 40代が最も多く、60歳以上の方の同行通訳はなかった。 

近年から増えつつある診察以外での通訳数は 50 件を上回った。一番多かったのは特別児

童扶養手当に関する説明（療育手帳含む）、取得に必要とする心理検査、診断書作成のため

に必要とする質問などであった。 

心理士の通訳を行う際、検査時だけではなく、検査後の結果報告、本人や保護者との相談

も兼ねる。子どもの行動面の問題については、心理士との関わりで改善される場合も多い。

また、保護者が子どもとの接し方についてアドバイスを受けることで、家庭でも継続して行

うことができ効果的であった。 

受診している患者が精神的疾患だけとは限らないため、最近は PT（理学療法）や ST（言語

聴覚）にも関わることがある。 

課 題 開業したばかりの医療機関では比較的初診を早く受けてもらえるが、一般的には予約して

から数カ月待ちとなる。中には初診者を受付していないところもある。患者数が増えつつ

あるため、患者や病院の日程要望に応じて同行通訳を行うのが難しい場合がある。特に、ド

クターが週 1 回の勤務である時は次回の受診日を予想し、その日を保留にしておく工夫も

必要である。薬を処方されている患者が受診をキャンセルすると、つぎの受診まで薬が足

りなくなるので早めの再受診を希望するが、既に、他の病院の同行通訳の依頼が入ってい

る時は、希望に添えないこともある。中には薬だけ取りに行くケースもある。 

 

■多言語による精神科受診時の通訳派遣 

同行通訳 合計 157 回 （フィリピノ語 145 回、ベトナム語 12 回、英語 1回、インドネシア語 20 回、

中国語 2回） 依頼 180 回の内 23回キャンセル 

 

■発達に困難を抱える外国人の子どもと保護者の支援者向け研修会及び通訳者向け研修会  

子どものメンタルヘルスや困っている子ども及び保護者を支援する中で必要とする心理の基礎知識

を提供するようにした。講師に専門用語よりやさしい日本語を使っていただくよう要請し、グループ

ワークも含めて多国籍の方が理解しやすいように配慮した。   

日 時  9 月 28日（土）13:30～16:30 

場 所  多文化共生センター 

内 容  文化的・言語的に多様な子ども（Culturally and Linguistically Diverse Children:CLD 

児）の教育的支援の基礎と支援者の役割-スクールカウンセリングの観点から- 
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講師 鈴木 ゆみ氏 関西学院千里国際キャンパス（関西学院千里国際中等部／大阪

インターナショナル）スクールカウンセラー（臨床心理士・公認

心理師）博士（心理学） 
参加者  一般支援者：16 名（言語 日本語：5人 ポルトガル語：7人 スペイン語：1人 

英語：3人）  

多言語通訳者：5名（言語：ベトナム語：2人 インドネシア語：1人 

ポルトガル語：１人 タガログ語：1人） 

 

■多言語による外国人及び支援者のためのメンタルヘルス相談  合計４回 

日本人の心理士に必要に応じて通訳をつけて、多様なニーズに対応した。例えば、ブラジルルーツで

日本育ちの若者など日本語が母語である相談者にも背景理解のできる心理士が相談に応じることがで

きた。その他、メンタルヘルス相談を行った結果、児童相談所へ通報する必要があると判断され、通報

し、無事保護に至ったケースがある。この相談者は HICE でも支援を行っていた方だったが、医師が介

入し保護の必要があると迅速に判断してもらえたことが非常に良かった。 

一方で他の専門家相談会に比べ、認知度が低く相談につながらないケースや「メンタルヘルス」とい

う言葉にあまり良いイメージを抱かない外国人が多い傾向にある。また今後ミャンマー、インドネシ

ア等の新たな外国人労働者が増加することが予想されるため、周知方法やメンタルヘルス相談の説明

方法等の改善していく必要がある。 

 

日時 会場 相談者数 

6 月 29 日 （土）14:00～16:00  
 

多文化共生センター 

2 名(ブラジル 1人、フィリピン 1人） 

9 月 21 日 （土）14:00～16:00 3 名（フィリピン 2人、ブラジル１人） 

12 月 21 日（土）14:00～16:00 1 名（ベトナム） 

3 月 1日 （土）14:00～16:00 1 名（ペルー） 

 

■外国人の小集団活動参加によるメンタルヘルスの普及啓発講習会の開催 合計 2回 

 10 月 22 日(土) 13:30～15:00 多文化共生センター 参加者 5 人 講師 大嶋 

テーマ: 健康的な老後を迎えるために 

内容：高齢者としての現実及び健康的に年をとるための準備の必要性を意識する。参加者が経験を語り、

お互い支え合う機会を設けることを目指した。 

成果：同じ年齢層の参加者を集めることができた。誰もが経験している人生の瞬間を特定するの

に役立った。           

各参加者は自分の経験を共有し、他の人の経験を聞くことで、老化プロセスを取り巻く問

題をより深く理解することができた。 

生活の質を伴った健康的な老化は、各自の適切な計画と責任によって予防できることが認

識された。 

親が高齢者になったとき、子どもがどう向き合うかについて考えることができた。（配慮、

見守り、支え等） 

  2 月 22 日(土) 14:00～16:00 いのちの電話 参加者 7人 講師 吉留 

テーマ: 現在の精神的・心理的相談について 

内容：浜松いのちの電話特別研修会 – 対話形式 

   メンタルヘルス相談や精神科同行通訳について話し合うことで、相談を必要としている大人 

や子どもの現実を知っていただくことができた。 

対話中、これまで使っていたいのちの電話のパンフレットの内容の見直しや配布先について 

考えることができた。 

 

■外国人向け普及啓発に関るパンフレット等の翻訳・作成  

医療機関で使う問診票の翻訳（ポルトガル語 2件） 
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 「マンガでわかる療育手帳+特別児童扶養手当 同時申請の流れ」 

「療育手帳を取りたい」 

 

 

■フェイスブックに啓発記事を掲載（1件）  

メンタルヘルスについてのアドバイスをポルトガル語のフェイスブックに記載。 

テーマ：「Narcisismo」(ナルシシズム) 

「Envelhecimento Saudável」（健康的な老後を迎えるために） 

 

⑦メンタルヘルス向上支援事業（自主事業：特定費用準備金） 
 メンタルヘルスの専門家を講師に迎え、主に南米系の外国人学校に通うブラジル人保護者を対象

に、日本で育つ第二世代の子どもをメンタル面で支える方法について学ぶセミナーを開催。また、

個別相談会も伴わせて行った。子どもを対象としたカウンセリングは浜松市委託事業として行われ

ているため、その効果を高めるために、保護者を対象としたメンタルヘルス事業を行った。 

 

■メンタルヘルスセミナー（参加者合計：130 人） 
日時 内容 参加者 

9 月 8日（日）14:00～17:00 

場所：多文化共生センター 

自殺予防セミナーとして、リスク要因と警告サイ

ン、予防策と対象方法などを学ぶ。 

36 人 

1 月 12 日（日）14：00～17：00 

場所：多文化共生センター 

メンタルヘルスに対する意識向上を目指し、話を聴

く技術とサポートの方法などを学ぶ。 

33 人 

1 月 13 日（月）13：00～16：00 

場所：ブラジル人学校 EAS 

ブラジル人学校関係者を対象に、知的能力だけでな

く、こころの知能指数（EQ）の重要性を学ぶ。 

61 人 

 
■相談会（相談者合計：25 人） 会場：多文化共生センター 

5/18 6/15 7/6 8/3 9/7 10/5 11/2 12/7 2/15 3/1 合計 

1 人 1 人 3 人 3 人 4 人 3 人 3 人 3 人 3 人 １人 25人 

 
 
⑧外国人雇用相談（市委託：産業振興課）（内定件数 66 件） 
【外国人の雇用・就労支援およびマッチング】 

浜松地域の産業を担う人材・労働力を確保するため、市内企業等を対象に外国人労働者の受け入れ

に関する相談及び外国人の就労に関する相談窓口を設置し、雇用・就労に繋げる支援やマッチング

を行った。 相談員 3人 

■全体件数                                     （件） 

令和 

6 年度 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
合計 

～R5 

実績 

事業 

累計 

R2～R6 

相談件数 

（個人及

び企業） 

232 285 272 239 190 230 222 208 130 153 163 134 2458 - - 

新規求職 

登録者数 
6 11 9 10 9 11 11 7 2 6 2 0 84 444 528 

内定件数 

※１ 
9 6 4 7 8 7 7 7 6 3 0 2 66 91 157 

新規求人

企業 

登録数 

0 0 1 3 0 1 2 1 2 0 2 0 12 178 190 

※１：本年度以前からの求職者で本年度に内定した人および、一人の求職者に対して複数の内定が出たものを含む 
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■内定件数（66 人）の内訳 

雇用形態 人数 

正社員 41 

準社員 4 

パート 18 

その他 3 

計 66 

 

 

 

年代 人数 

10 代 1 

20 代 46 

30 代 11 

40 代 2 

50 代 4 

60 代 2 

計 66 

 

 

（※）技術・人文知識・国際業務 

 

■内定件数（66 人）の内訳 

 性
別 

年代 国籍  業種 業務 
雇用 
形態 

採用前 
在留資格 

採用後 
在留資格 

1 女 30 代 ブラジル サービス 
その他の法務・経営・文
化芸術等の専門的職業 

パート 永住者 永住者 

2 女 30 代 
インド 
ネシア 

学術研究、専門 

技術サービス 
会計事務の職業 契約社員 定住者 定住者 

3 女 30 代 
インド 
ネシア 

建設 
建築・土木 
測量技術者 

正社員 定住者 定住者 

4 男 20 代 アメリカ 製造 営業の職業 
有償 

インターン 
留学 特定活動 

5 男 20 代 インド 情報通信 開発技術者 正社員 留学 技人国 

6 男 20 代 ベトナム 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

7 男 20 代 
インド 
ネシア 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

8 男 20 代 
インド 
ネシア 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

性別 人数 

男 32 

女 34 

計 66 

採用前在留資格 人数 

永住者  9 

定住者  8 

留学  34  
特定活動  1 

技人国（※）  5 

家族滞在  4 

日本人の配偶者等  5 

計  66 

 

国籍 人数 

ブラジル 13 

インドネシア 11 

インド 10 

ベトナム 10 

ネパール 5 

バングラデシュ 3 

スリランカ 3 

中国 2 

ペルー 2 

アメリカ 2 

オーストラリア 1 

フィリピン 1 

マレーシア 1 

韓国 1 

ポーランド 1 

計 66 

 

業種 人数 

建設業 2 

製造業 39 

卸売業、小売業 7 

情報通信業 2 

運輸業・郵便業 4 
学術研究・専門・ 
技術サービス業 3 

サービス業 6 

教育、学習支援業 2 

医療・福祉 1 

計 66 

 
職種 人数 

研究・技術の職業 36 

法務・経営・文化芸術等の
専門的職業 1 

保育・教育の職業 2 

事務的作業 6 

販売・営業の職業 5 

福祉・介護の職業 1 

サービスの職業 2 

製造・修理・塗装・ 
製図等の職業 7 

建設・土木・ 
電気工事の職業 1 

運搬・清掃・包装・ 
選別等の職業 5 

計 66 
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9 女 20 代 ベトナム 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

10 女 20 代 中国 卸売・小売 販売員 パート 家族滞在 家族滞在 

11 女 30 代 
スリラ 
ンカ 

製造 研究者 パート 特定活動 特定活動 

12 男 20 代 
インド 
ネシア 

製造 
建築・土木 
測量技術者 

正社員 留学 技人国 

13 男 20 代 インド 製造 開発技術者 正社員 技人国 技人国 

14 女 20 代 中国 製造 その他の技術の職業 正社員 留学 技人国 

15 男 30 代 ベトナム サービス 
総務・人事・企画 

事務の職業 
正社員 技人国 技人国 

16 女 20 代 インド 情報通信 開発技術者 正社員 留学 技人国 

17 男 20 代 
ポーラ 
ンド 

運輸、郵便 開発技術者 正社員 留学 技人国 

18 女 20 代 ブラジル 
学術研究、専門 

技術サービス 
会計事務の職業 契約社員 永住者 永住者 

19 男 20 代 インド 製造 開発技術者 正社員 技人国 技人国 

20 女 20 代 ブラジル 製造 
製品製造・加工処理工 

（金属製品） 
派遣 定住者 定住者 

21 男 60 代 ブラジル 医療、福祉 施設介護の職業 パート 永住者 永住者 

22 女 20 代 ブラジル 卸売・小売 販売員 アルバイト 永住者 永住者 

23 男 20 代 
バングラ 
デシュ 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

24 男 20 代 
インド 
ネシア 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

25 男 20 代 ネパール 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

26 女 20 代 
マレー 
シア 

製造 開発技術者 正社員 技人国 技人国 

27 女 20 代 ブラジル 
教育 

学習支援 
習い事指導等教育 

関連の職業 
正社員 定住者 定住者 

28 女 20 代 ブラジル 
教育 

学習支援 
習い事指導等教育 

関連の職業 
パート 定住者 定住者 

29 男 20 代 
インド 
ネシア 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

30 男 20 代 
スリラ 
ンカ 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

31 男 40 代 ブラジル 製造 機械組立工 派遣 永住者 永住者 

32 男 20 代 アメリカ 製造 営業の職業 正社員 留学 技人国 

33 女 20 代 
バングラ 
デシュ 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

34 女 20 代 ベトナム 卸売・小売 販売員 パート 家族滞在 家族滞在 

35 女 20 代 インド 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

36 女 20 代 ペルー 運輸、郵便 
その他の運搬・清掃・ 
包装・選別等の職業 

パート 永住者 永住者 

37 女 50 代 ペルー 運輸、郵便 
その他の運搬・清掃・ 
包装・選別等の職業 

パート 永住者 永住者 
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38 男 20 代 ネパール 製造 
製品検査工 

（金属製品・食料品等を除く） 
アルバイト 留学 留学 

39 男 20 代 ネパール 製造 
製品検査工 

（金属製品・食料品等を除く） 
アルバイト 留学 留学 

40 女 40 代 ベトナム 運輸、郵便 
その他の総務等 
事務の職業 

正社員 
日本人の 

配偶者等 

日本人の 

配偶者等 

41 男 30 代 ブラジル 卸売・小売 
その他の運搬・清掃・ 
包装・選別等の職業 

パート 定住者 定住者 

42 男 30 代 ネパール 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

43 男 20 代 インド 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

44 男 20 代 
インド 
ネシア 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

45 男 20 代 
インド 
ネシア 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

46 男 20 代 
バングラ 
デシュ 

製造業 開発技術者 正社員 留学 技人国 

47 女 30 代 
スリラ 
ンカ 

サービス  研究者 正社員 家族滞在 技人国 

48 女 30 代 インド 卸売・小売 販売員 パート 家族滞在 家族滞在 

49 女 20 代 
インド 
ネシア 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

50 女 20 代 ベトナム 
学術研究、専門 

技術サービス 
開発技術者 正社員 留学 技人国 

51 女 50 代 
フィリ 
ピン 

宿泊業、飲
食サービス 

接客・給仕の職業 パート 定住者 定住者 

52 女 30 代 ベトナム 
生活関連 

サービス、娯楽 
その他の運搬・清掃・ 
包装・選別等の職業 

パート 
日本人の 

配偶者等 

日本人の 

配偶者等 

53 女 50 代 ブラジル 
宿泊、飲食
サービス 

接客・給仕の職業 パート 永住者 永住者 

54 男 20 代 ベトナム 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

55 男 20 代 ベトナム 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

56 女 20 代 ベトナム 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

57 女 60 代 ブラジル 卸売・小売 
その他の運搬・清掃・ 
包装・選別等の職業 

パート 
日本人の 
配偶者等 

日本人の 
配偶者等 

58 女 20 代 
インド 
ネシア 

製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

59 男 20 代 インド 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

60 女 20 代 インド 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

61 男 20 代 インド 製造 開発技術者 正社員 留学 技人国 

62 女 10 代 ブラジル 製造 
製品製造・加工処理工 

（金属製品） 
正社員 定住者 定住者 

63 男 30 代 韓国 製造 機械組立工 契約社員 
日本人の 

配偶者等 

日本人の 

配偶者等 

64 女 20 代 ネパール 卸売・小売 販売員 契約社員 技人国 技人国 

65 男 50 代 
オースト
ラリア 

建設 
建築・土木 
測量技術者 

正社員 
日本人の 

配偶者等 

日本人の 

配偶者等 

66 女 20 代 ブラジル 製造 
製品検査工 

（金属製品） 
派遣 永住者 永住者 
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⑨ 外国人留学生メンターによる就労・起業相談業務（市委託：産業振興課） 

市内への就労・起業の促進を図るため、地域で高度人材として活躍する外国人をメンター（相談

員）として委嘱し、外国人留学生が就労や企業、生活等の相談を気軽に行える体制を構築した。 

■外国人留学生とメンターのマッチング業務 

  79 件の相談機会の提供および運営管理を行った。 

■交流会の開催 

日時 場所 参加者 内容 

5 月 17 日（金） 

16:00～17:40 

静岡大学佐鳴会館 留学生 32 人 

メンター6 人 

メンター紹介、メンターと留学生のグループディス

カッション、雇用サポートデスク案内 

8 月 1 日（木） 

12:00～13:30 

静岡大学国際交流

ラウンジ 

留学生 22 人 

メンター6 人 

メンターと留学生のグループディスカッション 

12 月 20 日（金）

16:00～19:00 

静岡大学佐鳴会館 留学生 55 人 

メンター7 人 

企業 7 社 

企業紹介（ASTI 株式会社、遠州鉄道株式会社、金田工

業株式会社、共和レザー株式会社、浜松ホトニクス株

式会社、株式会社ヤマハコーポレートサービス、株式

会社ユニバンス）。メンターがサポートし企業との交流

（グループトーク、フリートーク）。 

■その他 

  メンター事業周知のための広報活動を適時行った。 

メンターとの個別相談および交流会について、大学と連携し留学生への広報活動を行った。 

 

⑩外国人新生活サポート（市委託：国際課「多文化共生センター事業」） 
■帯同家族向け日本語教室 

 経済界と連携して外国人材の帯同家族を対象に生活者として必要な日本語学習支援を実施した。

家族全員の安心した生活環境の向上に努めることにより、外国人材の浜松市への定着促進を図る。 

日時 日時 場所 参加者国籍 

第１期 7 月 2 日～9 月 26 日 

（毎週 火曜・金曜）9:30～11:10 

浜松商工会議所内 

会議室 

２名 

メキシコ（１）モンゴル（１） 

第２期 

 

10 月 1 日～12 月 19 日 

（毎週 火曜・金曜）9:30～11:10 

浜松商工会議所内 

会議室 

７名 

インド（５）ブラジル（１）ベトナム（１） 

 
■ムスリムへの情報提供 

 ハラル食材店・ハラル対応レストランの取材をし、近年急増するムスリムの在住者に対し HAMAPO

にて情報提供を行った。 

 
■新生活サポート事業 

 市内事業所で新たに雇用された外国人従業員へのサポートを行った。（不動産探し、日本語教室の

アレンジ、帯同家族の教育機関紹介等） 

 
 
⑪ソーシャルワーク研修 （市委託：ワンストップ事業）（79 人） 
  行政職員や、市及び各機関・企業等の通訳者や相談員が外国人を取り巻く問題に対して専門知識

を取得し、支援の充実をはかるためのソーシャルワーク研修を行った。 

【外部向け研修】会場：多文化共生センター 
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日時 内容 参加者 

6 月 12 日（水） 

14:00～16:00 

「外国人の特有の課題とソーシャルワーク」（浜松市職員・浜松

市福祉機関関係者） 

講師：後藤 美樹氏（NPO 外国人ヘルプライン東海） 

21 人 

7 月 13 日（土） 

10:00～12:00 

弁護士相談の事例（詐欺、国際結婚・離婚など） 

講師：塚本 恒氏（法テラス浜松） 

20 人 

 

8 月 21 日（水） 

14:00～16:00 

逮捕された時の流れ・国際結婚・自然人登録＆戸籍・後見など

（浜松市通訳者対象） 

講師：早田 幸太郎氏（ブラジル人国際弁護士） 

15 人 

【内部相談員向け研修】会場：多文化共生センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ ウクライナ避難民支援（自主事業）（19 人） 

■概 要 浜松市では、令和 4 年（2022 年）3 月のロシアによるウクライナ侵攻に伴い、「ウクライ

ナ人道支援窓口」を浜松市多文化共生センター内に設置、公益財団法人浜松国際交流協会

（HICE）が具体的な支援活動を担ってきた。その後、令和 5 年（2023 年）3 月 14 日に浜

松市ウクライナ避難民支援協議会を HICE 内に設置、浜松国際交流協会ウクライナ避難民

生活支援寄附金（以下、「寄附金」）を活用して、浜松市内在住のウクライナ避難民が安心し

て自立した避難生活を送ることができることを目的として、支援事業を実施した。 

令和 7 年（2025 年）3 月時点で、新規に市内転入する避難民が想定されないこと、令和

4 年（2022 年）以降に浜松市で暮らす避難民については在住が長期化し、学校や大学のプ

ログラムを修了し、アルバイトや就労先が決まるなど生活の自立が進んできていることか

ら、特別な支援体制を終了し、今後は、必要に応じて一般的な在住外国人支援の枠組みの

中で行う。 

日時 内容 参加者 

10月26日（土） 

14:00～16：00 

・コミュニティソーシャルワーカーの役割・面接技法など 

・社会福祉協議会とは 

・経済的支援・相談の事例 

・ワークショップ：ジェノグラムとエコマップの作製 

講師：浜松市社会福祉協議会  

 伊藤美希（コミュニティソーシャルワーカー） 

 鈴木光昭（コミュニティソーシャルワーカー南部エリアリー

ダー） 

7 人 

1 月 25 日（土） 

13:30～16：30 

・地域包括支援センターの役割について 

・介護保険制度について  

講師：浜松市健康福祉部高齢者福祉課  

7 人 

2 月 18 日（火） 

14:00～16：00 

・就労系在留資格について 

講師：行政書士 守屋和弘 

9 人 
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■経緯及び期間 

   2022 年 3 月 11 日 浜松市「ウクライナ人道支援窓口」を浜松市多文化共生センター内に設置、

HICE が実際の支援を開始。 

2022 年 8 月    浜松市委託事業としてウクライナ避難民生活支援員配置を HICE が受託。

浜松市としての支援員配置は 2024 年 3 月 31 日まで。2024 年 4 月 1 日～

2025 年 3 月 31 日までは HICE 自主事業として支援員を配置。 

2023 年 3 月 14 日  HICE 内に、公益財団法人浜松国際交流協会「浜松市ウクライナ避難民支

援協議会」設置、協議会で寄附金を活用しながら支援を継続。 

2025 年 2 月 28 日 ウクライナ避難民の自立に伴い、寄附金使い切り、協議会解散 

2025 年 3 月 31 日 「ウクライナ人道支援窓口」閉鎖 

 

  ■対 象  累計 19 名受入れ、3 月 31 日現在 3 名浜松市在住 

        内訳  元オイスカ留学生 累計 5 名 →うち、2 名浜松市在住 

元静大留学生   累計 8 名 →うち、1 名浜松市在住 

一般       累計 6 名（1 家族 3 名を含む） 

   ※一般のうち、1 名が身元引受人無しで日本政府経由で浜松市に転入。 

それ以外は市民の縁故者。 

 ■支援員  ロシア語・英語のできる支援員 1 名配置 

 ■支援の申し出内容 

  【支援物資等】 

合計 100 件 自転車、布団、生活用品、通訳等の支援の申し出 

           実際に、自転車、布団、生活用品等について活用 

【HICE ウクライナ避難民生活支援寄附金の受付】 

総額：5,485,213 円 

内訳：浜松市ウクライナ避難民等支援寄附金 

（浜松市が市民・企業・団体等から受けた寄附金）       2,201,750 円 

      浜松市ウクライナ人道支援チャリティー・コンサート募金    2,566,003 円 

      一般 13 件                           717,460 円 

 ■生活支援事業 

  【生活支援金の支給】  

単身者 1 人につき 1 年 300,000 円 

   2023 年 6 名に支給、2024 年 5 名に支給、うち 1 名は 28 万円支給 

  ※ウクライナから初来日した際に最初に浜松市に住民登録した避難民について、直後に浜松市よ

り単身者 1 名につき 30 万円、1 家族につき 50 万円を支給している。2 回目以降について、寄附

金から生活支援金を支給。 

【日本語学習支援】   

外国人学習支援センターにおける日本語教室での受け入れ等 一般 3 人 

【公営住宅入居支援】  

・県営住宅居住者（静大留学生）へ家具レンタル支援（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ・エアコン
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など）2 部屋 18 か月分 

・台所用品、寝具など HICE にて購入もしくは市民からの寄付を活用 

【生活相談】   

ロシア語・英語のできる支援員を配置し、生活相談全般にあたった。寮等を退室する際の部屋探

し、確定申告支援、その他。 

【医療・保健機関への通院支援】 

   医療機関への紹介、そのほか必要に応じて支援員による付き添い支援を実施した。母国の医療

機関の診断書による日本の医療機関での診察・投薬の支援も行った。 

【生きがい交流支援】 

   2023 年 1 月 15 日（日）お茶体験交流会 ＠クリエート浜松和室 

       参加者：避難民 6 名、浜松いわた信用金庫 2 名、市国際課等 5 名 合計 13 名 

   2023 年 2 月 16 日（木）ヤマハ・イノベーションロード見学 

       参加者：避難民 6 名 ウクライナ避難民どうしの交流・お楽しみ 

   2023 年 6 月 1 日（木）ヤマハ ピアノ工場見学 ＠掛川市 

       参加者：避難民 8 名 ウクライナ避難民どうしの交流・お楽しみ 

   2023 年 9 月      ヤマハ・イノベーションロード見学 

       参加者：9 月新規来日 3 名 

   2024 年 2 月 21 日（水）ウクライナで支援活動を行うパルホメンコ・ボグダン氏を囲む会 

       参加者：避難民 5 名 

   2024 年 5 月 26 日（日）お茶摘み体験とバーベキュー＠キウイ・フルーツカントリー 

       参加者：避難民 8 名 

   2024 年 11 月 17 日（日）ウクライナ交流会～浜松から 現地から 今を伝える～ 

       参加者：避難民 5 名、一般市民 31 名 ＠多文化共生センターセミナールーム 

       内 容：①ウクライナの現状報告（パルホメンコ・ボグダン氏より） 

           ②浜松市ウクライナ避難民支援事業報告 

           ③ウクライナの魅力紹介（避難民より） 

             ウクライナのパンケーキを手作りでふるまった 

【就労支援】 

   アルバイト就労支援 3 名（信用金庫、花屋、飲食店、保育園） 

   フルタイム・正規雇用等としての就職支援 2 名に対して支援継続 

   

⑬通訳派遣（自主事業） 

  件 数 2 件  派遣先 浜松聖星高等学校・浜松中央警察署生活安全課 
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２． 日本語学習支援事業 

 

①浜松市地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業（市委託：国際課） 
浜松市の日本語教育体制の整備・充実を図るため、文科省事業補助金を活用し、令和元年に策定した

地域日本語教育推進方針を基に令和 2 年度より地域日本語教育体制のさらなる充実を図ってきた。令

和 6 年度は、本事業の第 2 フェーズの 2 年目であり、令和 4 年度に策定された浜松市地域日本語教育

推進アクションプランに基づき、「生活 Can do」を用いた新たな浜松版日本語教育プログラムの試行を

行うなど、推進施策の展開を進めた。 

取組１   総合調整会議の設置 
取組２・３ 総括コーディネーター・地域日本語教育コーディネーターの配置 
取組４   浜松地域日本語学習支援ネットワーク会議の開催 

取組５   大学との連携による日本語教育人材の養成 
取組６   日本語教室開催団体との協働による日本語ボランティアの養成 

取組７   地域日本語教育の実施 

取組８   企業と連携した外国人支援者養成（やさしい日本語） 

取組９   アラムナイ（学習者 OB／OG）ネットワークの構築 

取組 10   日本語学習支援ポータルサイトの運用 

取組 11   浜松版生活日本語教育プログラムの試行検証 

取組 12   浜松版生活日本語教育プログラム実施のための人材育成 

その他   日本語支援人材育成 

 

取組１：総合調整会議の設置 

 構成委員  年間 3回開催（2時間×3回） 

氏名（敬称略） 所属及び役職 

神吉宇一（座長） 武蔵野大学グローバル学部教授 

坂本勝信 常葉大学外国語学部教授 

澤田直子 浜松市教育委員会学校教育部教育支援課外国人支援グループ主幹 

嶋田和子 一般社団法人アクラス日本語教育研究所代表理事 

丹野清人 東京都立大学人文社会学部教授 

柳澤クリスチーナ セメンチーニャ代表 

中村公彦 社会福祉法人浜松市社会福祉協議会常務理事 

松井由和 浜松市企画調整部国際課課長 

安間浩 公益財団法人浜松国際交流協会業務執行理事 

   

第１回会議 

  日 時 5 月 30 日（木）10:00～12:00  

会 場 クリエート浜松 

出席者数 8 人 

  第２回会議 

日 時 8 月 21 日（水）10:00～12:00  

会 場 多文化共生センター 

出席者数 9 人 

第３回会議 
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日 時 2 月 19 日（木）10:00～12:00  

会 場 多文化共生センター 

出席者数 6 人 

 

取組２・３：総括コーディネーター・地域日本語教育コーディネーターの配置 

事業を総括する総括コーディネーターを配置し、NPO、企業、大学らと連携し、浜松市における地 

域日本語教育体制を整備するため、地域や外国人の特性等に対応した教育プログラムを構想し、地 

域内の日本語教室への指導・助言等を行う地域日本語教育コーディネーターを配置した。 

 

氏名  所属 

内山夕輝 
総括コーディネーター 

地域日本語教育コーディネーター兼任 

公益財団法人浜松国際交流協会 

河口美緒 

地域日本語教育コーディネーター 

鈴木由美恵 

嶋野安沙美 

渡邉恵 

奥山海 

 

取組４：浜松地域日本語学習支援ネットワーク会議の開催 

市内の日本語教室開催団体の横のつながりを深めるとともに、担い手のスキルを高めたりするた 

 めに、ネットワーク会議を行った。令和 6年度は、次世代の日本語習得状況や、ICT 技術の活用と日 

 本語学習について意見交換を行った。 

開催日時 議題 参加団体数 

8 月 29 日（木） 

10:00～12:00 

※荒天のためオ

ンライン開催 

・ 令和 6年度事業説明 

・ 放課後日本語補習教室に通う児童生徒の日本語習得

状況 

・ 翻訳ツール等 ICT 技術の活用と日本語学習について 

11 団体 16 人 

 

 

取組５：大学との連携による日本語教育人材の養成 

日本語教員養成課程等で学ぶ大学生を今後の日本語教育の担い手と捉え、大学及び浜松市の日本  

 語教室と連携して人材養成に取り組んだ。浜松市と常葉大学が締結している包括連携協定を基に、

連携教室の開催及び教育実習の場の提供を行った。 

 

 

■常葉大学（常葉大学地域連携事業）との協働による ICT を活用した授業 

天竜日本語教室において、学生ら 20名によるオンライン授業を月１回開催した。教師役を担う大

学生が県内各地からオンラインで授業を配信した。大学生は教案づくりから実際の授業までを担い、

大学教員 2 名（常葉大学 坂本勝信教授、谷誠司教授）が教授法について指導を行った。学習成果を

披露する場として、令和 7年 2月に第 15回はままつグルーバルフェアにてワクワクドキドキ天竜ICT

クラス発表会＆交流会 2025 を大学生が主体となり企画し開催した。 

回 日時 授業形式 授業テーマ等 参加者数 

１ 6 月 23 日(日) 

10:00～11:30 

ハイフレックス 発表会・交流会について、自己紹介・

他己紹介、Google ドライブの使い方 

31 人 

２ 7 月 21 日(日) 

10:00～11:30 

ハイフレックス スピーチのテーマ決め、大学生のス

ピーチを聞く、写真の提出、聞き返し

の表現 

38 人 

３ 8 月 25 日(日) 

10:00～11:30 

ハイフレックス スピーチ原稿作り(トピックの深堀)、あ

いづちの表現 

36 人 
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４ 9 月 29 日(日) 

10:00～11:30 

ハイフレックス スピーチ原稿作り(トピックの深堀)、確

認の表現 

41 人 

５ 10 月 20 日(日） 

10:00～11:30 

ハイフレックス スピーチ原稿の完成、聞き返しの表現 37 人 

６ 11 月 24 日(日) 

10:00～11:30 

オンライン スピーチ発表とポスター交流の練習、

聞き返し・あいづち・確認の表現の

復習 

38 人 

７ 12 月 22 日(日) 

10:00～11:30 

ハイフレックス スピーチのリハーサル 36 人 

８ 2 月 2 日(日）  

10:00～11:30 

ハイフレックス スピーチ・交流会の練習 35 人 

９ 2 月 9 日(日）  

13:00～15:00 

対面 ワクワクドキドキ天竜 ICT クラス発表会

＆交流会 2025in 第 15 回はままつグ

ルーバルフェア 

101 人 

10 3 月 9 日(日） 

10:00～11:30 

ハイフレックス 発表会と R6 年度 ICT クラスの振り返り

(アンケート) 

33 人 

授業形式は主にハイフレックス（Hybrid-Flexible）形式を用いて対面型＋同期双方型のオンライン授業

を行った。天竜日本語教室の学習者、日本語ボランティア、運営者(HICE)は教室に集まり、常葉大学の

学生と教員は自宅などからオンライン会議システム(Zoom)を使い参加した。 

 

■常葉大学との協働による日本語教員養成課程教育実習の実施 

浜松市外国人学習支援センター（U-ToC）において、学生 2名による実習を 2日間開催した。教師

役を担う大学生は授業見学、授業登壇を行った。大学生は教案づくりから登壇、報告までを担い、大

学教員（常葉大学 坂本 勝信教授）が教授法について指導を行った。 

実習期間 令和 6 年 11 月 15 日～11 月 29 日 

人  数 
大学生 2名（常葉大学） 

担当教員：坂本 勝信（外国語学部グローバルコミュニケーション学科） 

教  室 U-ToC 浜松版生活日本語コースさくらクラス 

内  容 

11 月 15 日（金） 浜松版生活日本語コース さくらクラス授業見学 

11 月 28 日（木） 模擬授業 50 分×2 人 

11 月 29 日（金） 模擬授業 50 分×2 人 

 

■静岡文化芸術大学との協働による日本語教員養成課程教育実習の実施 

2024 年度は、静岡文化芸術大学の日本語教員養成課程の学生から希望者がなかったため、実習は未

実施となった。 

 

取組６：日本語教室開催団体との協働による日本語ボランティアの養成 

地域における日本語学習支援で必要とされる知識や技術を学ぶボランティア養成講座を開催。11 月

から新規開講する週末読み書きクラス（浜名区）で活動する人材を養成した。 

■週末日本語ボランティア養成講座（浜名区） 

業務受託団体：特定非営利活動法人フィリピノナガイサ 

講座名 回数 日程 受講者 

週末日本語ボランティア養成 

（週末・浜名区 浜北地域活動・研修

センター） 

17 回 6 月 15 日～10 月 26 日(土) 187 人 

※日本語ボランティア養成講座（全 15回）終了後、読み書きクラス開講前研修を 2回実施 
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取組７：地域日本語教育の実施 

令和 6年度の浜松市日本語教室は、拠点となる浜松市外国人学習支援センター（U-ToC）で浜松版

生活日本語コースを新設し、昨年度開発した「生活 Can do」に基づく日本語教育プログラムを試行し

た。加えて U-ToC では、ゼロレベルクラス、シーン別日本語クラス、子育てのための日本語クラス

を、協働センターでは、浜名区エリアで週末読み書きクラスを新規開講した。また、次世代の子ど

も・若者を対象にした「放課後日本語補習教室」「課外放課後日本語教室」「若者向けオンライン日本

語教室」も新規開講した。  

■浜松版生活日本語コース 

協働団体：With U-Net 

  講座名 回数 日程 受講者 

4 月開講 さくらクラス 150 4 月 15 日～3 月 14 日 1,866 人 

10 月開講 もみじクラス 75 10 月 17 日～3 月 14 日 1,014 人 

 

■ゼロレベルクラス 

協働団体：With U-Net 

  講座名 回数 日程 受講者 

第１期 ゼロレベルクラス 20 6 月 3 日～6 月 28 日（月～金） 227 人 

第２期 ゼロレベルクラス 20 1 月 6 日～2 月 3 日（月～金） 113 人 

 

■読み書きクラス 

協働団体：With U-Net 

  講座名 回数 日程 受講者 

第１期 読み書き 40 5 月 7 日～10 月 1 日(火・木) 860 人 

第２期 読み書き 30 11 月 5 日～3 月 4 日（火・木） 682 人 

 

■シーン別クラス 

協働団体：With U-Net 

  講座名 回数 日程 受講者 

第１期 シーン別 16 5 月 8 日～8 月 28 日（水） 99 人 

第２期 シーン別 16 11 月 6 日～3 月 5 日（水） 74 人 

 

■子育てのための日本語クラス 

協働団体：With U-Net 

  講座名 回数 日程 受講者 

第１期 子育て 12 7 月 3 日～9 月 25 日（水） 75 人 

第２期 子育て 12 12 月 4 日～3 月 5 日（水） 41 人 

 

 

■週末ひらがな・カタカナ・漢字クラス（浜松南） 

業務受託団体：静岡県ベトナム人協会 

講座名 回数 日程 受講者 

週末ひらがな・カタカナ・漢字 

（週末・中央区 白脇協働センター） 
12 回 5 月 18 日～8 月 10 日(土) 110 人 
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■週末ひらがな・カタカナ・漢字クラス（浜松東） 

業務受託団体：特定非営利活動法人浜松日本語日本文化研究会 

講座名 回数 日程 受講者 

週末ひらがな・カタカナ・漢字 

（週末・中央区 蒲協働センター） 
12 回 8 月 24 日～11 月 9 日(土) 73 人 

 

 ■週末読み書きクラス（浜名区） 

 業務受託団体：特定非営利活動法人フィリピノナガイサ 

講座名 回数 日程 受講者 

週末読み書き 

（週末・浜名区 浜北地域活動・研

修センター） 

10 回 
11 月 30 日～2月 15日

（土） 
95 人 

 

■放課後日本語補習教室（公立校児童生徒対象） 

業務受託団体：With U-Net 

講座名 回数 日程 受講者 

放課後日本語補習教室 

（浜松科学館） 
76 回 

5 月 9 日～3 月 18 日(火・木) 

※荒天のため 4 回休講 
916 人 

 

■課外放課後日本語教室（外国人学校生徒対象） 

業務受託団体：With U-Net 

講座名 回数 日程 受講者 

課外放課後日本語教室 

（浜松科学館） 
52 回 

5 月 9 日～12 月 3 日(火・木) 

※荒天のため 4 回休講 
289 人 

 

■キャリアアップの為の正確な日本語を学ぼう 

講師：内山夕輝（HICE・総括コーディネーター）奥山海（HICE） 

講座名 回数 日程 受講者 

若者向けキャリアアップのための日本語

教室（オンライン） 
15 回 9 月 28 日～1 月 18 日(土) 125 人 

 

取組８：企業と連携した外国人支援者養成（やさしい日本語） 

HICE 職員が企業に出向いて、日本人従業員を対象としたやさしい日本語研修を実施した。研修には

「やさしい日本語研修ワークブック(HICE 監修)」を用いた。 

■企業内やさしい日本語研修第 1回 

日  程 11 月 7 日（木）14:00～16:00 

企業名等 浜松西年金事務所 
参加人数 11 人 

講  師 鈴木由美恵（浜松国際交流協会・地域日本語教育コーディネーター） 

アンケート とても良かった 73％、良かった 18％、良くなかった 9％ 

自分がいかに外国籍の方に「やさしい日本語」で伝えていないのかを再確認して

しまった。「やさしい日本語」のコツやポイントを今日学んだので、日頃の業務に

活かしていきたい。 
 

■企業内やさしい日本語研修第２回 

日  程 1 月 14 日（火）14:30～16:30 

企業名等 聖隷クリストファー大学附属 クリストファーこども園 
参加人数 15 人 
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講  師 鈴木由美恵（浜松国際交流協会・地域日本語教育コーディネーター） 

アンケート とても良かった 93%、良かった 7％ 

分かりやすくて、自分の当たり前がそうでないことに気付くことができました。

日常的に使っている言葉や文章が易しい日本語にすることが、こんなに難しいこ

とだとは考えていなかった。 

 

 

取組９：アラムナイ（学習者 OB／OG）ネットワークの構築 

市日本語教室で学んだ学習者が学習後も有機的につながりを持てる場（ネットワーク）をオンライ

ンにて試行的に構築した。今後は、ネットワークを活性化させ、U-ToC、在校生、卒業生が相互につな

がりを持ち、交流できるコミュニティを目指し、OB・OG らが先輩学習者の立場から後輩へアドバイ

ス等を行うことで、日本語学習に対する動機付けや意欲の維持につなげたい。  
登録者 23 人（ブラジル、ペルー、ベトナム、インド、フィリピン、中国、アメリカ、タイ） 
 

取組 10：日本語学習支援ポータルサイトの運用 

はままつ多文化共生・国際交流ポータルサイト（HAMAPO）日本語学習ページの PV 数：26,343 件。

その他、HICE 自主事業の若者向け JLPT 助成金申込受付は全てウェブサイトを通じて行った。また、

R6 年度「浜松版生活日本語コース（さくらクラス）」のプロジェクトワーク発表会の動画を HAMAPO

にて公開し、活用を促進した。 
 
取組 11：浜松版生活日本語教育プログラムの試行検証 

浜松版生活日本語コースの実施を通した「生活 Can do」を用いた浜松版生活日本語教育プログラム

の試行を踏まえ、カリキュラムや評価方法の検証等を行った。会議は総括コーディネーター及び地域

日本語教育コーディネーター、日本語教師等で構成し、必要に応じてアドバイザーからの助言を受け

た。 

■試行検証会議の実施 

毎週金曜日、教師と補助者による、その週の授業の教案教材、授業時間感、レベル感、学習者の積み上

がり状況等について会議を行い、授業改善や学習項目のリスト化を行った。 

出席者：10〜15 名（指導者、補助者、HICE コーディネーター） 

回数：4 月〜1月まで 20 回実施 

 

■コース検証会議（特別会）の実施 

アドバイザーとして坂本勝信氏（常葉大学外国語学部教授）を迎え、ここまでのコースの試行について

意見を仰ぎ、改善案を検討した。 

日時： 

第１回 令和 6年 8月 9日（金）10:00〜16:00 

第２回 令和 6年 9月 20 日（金）13:30～16:30 

第３回 令和 6年 9月 27 日（金）13:30～16:30 

出席者：アドバイザー（坂本勝信）、指導者（針山摂子、内藤理恵、下位知美）、HICE コーディネーター

（内山夕輝、鈴木由美恵、嶋野安沙美、渡邉恵、奥山海） 
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■コース検証会議の実施 

コア教師とコーディネーターによる、試行した A1、A2 カリキュラムの検証と、B1 カリキュラムの試行

検証を行った。 

出席者：8名 指導者（針山摂子、内藤理恵、下位知美）、HICE コーディネーター（内山夕輝、鈴木由

美恵、嶋野安沙美、渡邉恵、奥山海） 

回数：11月～1月まで 3 回実施 

 

取組 12：浜松版生活日本語教育プログラム実施のための人材育成 

浜松版生活日本語教育プログラムの理念の共有及び方針に基づいた指導実践のための研修をコーディ

ネーターが受講し、修了した。 

研 修：令和 6年度文科省地域日本語教育コーディネーター研修 

    令和 6年 7月 16 日～令和 7年 2月 7日 

受講者：嶋野安沙美（HICE・地域日本語教育コーディネーター） 

内 容：一般社団法人多文化社会専門職機構が実施し、対面またはオンライン研修 3 日間と動画視聴

での研修を通して、地域日本語教育コーディネーターに必要な資質や能力についての理解を深めた。 

 

その他：日本語支援人材育成 

放課後日本語補習教室の支援者や外国につながる子ども達に教育・支援を行う方々を対象とした研 

修を開催。絵本を使った日本語指導方法や、子どもとの信頼関係の築き方等を学んだ。 

■放課後日本語補習教室支援者研修 講師：野呂きくえ 

講座名 回数 日程 受講者 

外国につながる子どもの日本語を絵本で伸ば

そう！（浜松市立中央図書館） 
1 回 

2 月 11 日（火・祝）13:00～

16:00 
32 人 

 
 
②日本語学習等支援者養成講座（市委託：国際課 「外国人学習支援センター事業」） 
■日本語ボランティア養成講座（379 人） 

地域における日本語学習支援で必要とされる知識を学ぶボランティア養成講座を開催。 
協働団体：はままつ国際理解教育ネット、With U-Net、NPO 法人おおさかこども多文化センター、 

NPO 法人フィリピノナガイサ、そらの会、KSC 子どもサポーターズクラブ、浜松市教育

委員会 

全 16 回／各期 年 2期 

 期間 受講者 

第１期 5 月 31 日～9月 27 日 延べ 153 人 

第２期 11 月 11 日～3月 10 日 延べ 226 人 

合計 379 人 

  プログラム：日本語文法の入口、異文化理解体験、外国語学習体験、浜松市における外国人児童の

現状、ボランティア体験実習、やさしい日本語実践体験（U-ToC 日本語教室の学習者

と防災訓練を体験） 

 

■日本語学習支援者スキルアップ講座（139 人） 

 日本語学習支援者を対象とした日本語教育に関する知識を学ぶ講座。全 6回 

 「日本語教育基礎知識確認講座 ～登録日本語教員を見据えて～」 
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回 日時 内容 講師 受講者 

1 
4 月 18 日（木） 

15：30～17：00 
文法 

坂本 勝信（常葉

大学外国語学部グ

ローバルコミュニ

ケーション学科 

教授） 

27 

2 
5 月 16 日（木） 

15：30～17：00 
音声 23 

3 
6 月 20 日（木） 

15：30～17：00 
語彙・意味 24 

4 
7 月 18 日（木） 

15：30～17：00 
教授法 23 

5 
8 月 8日（木） 

15：30～17：00 
コースデザイン、評価 19 

6 
9 月 18 日（水） 

15：30～17：00 
コースデザイン、評価 23 

    合計 139 人 

 ■教職員多文化共生講座（76 人） 

保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校等の教職員を対象とした夏期集中講座。 

協力：浜松市教育委員会「外国人児童生徒指導リーダー研修等」 

1,2,3 回 8 月 1日（木）9:15～12:15 

4 回 8 月 23 日 (金）13:30～16:30 

回 時間 内容 講師 受講者 

1 
9:15～

9:45 

外国人学校（ムンド・デ・アレ

グリア学校）の見学 
松本雅美 

ムンド・デ・アレグリア

学校校長 
12 人 

2 
9:55～

10:55 

次世代へつなぐ思い～ブラジル

移民劇を通して～ 

柳澤クリス

チーナ 
セメンチーニャ（ブラジ
ル人ママの会）代表 

12 人 

3 
11:05～

12:15 

「ひょうたん島問題」から多文

化共生を考える 
河口美緒 浜松国際交流協会 12 人 

4 
13:30～

16:30 

見えない差別“マイクロアグ

レッション”とは 
朴利明 

一般財団法人アジア･太

平洋人権情報センター 
40 人 

     合計 76 人 

 

 

③地域日本語学習支援事業（市委託：国際課「外国人学習支援センター事業」・自主事業） 
■日本語学習支援団体ネットワーク会議 

日本語学習支援団体間の情報の共有や共通課題の克服のためにネットワーク会議を開催。 

参加者数 14 人「放課後学習支援団体情報交換会」 

回 日時 参加団体 参加者 

1 
3 月 12 日

(水) 
10:00～11:30 

浜松市教育委員会、浜松国際交流協会、放課後学習

支援団体（そらの会、KSC 子どもサポーターズクラ

ブ、浜名小放課後勉強室、南の星小放課後勉強室、

龍の会） 

14 人 

 
■地域日本語学習コーディネート業務 

日本語支援に関心のある方の日本語教室見学を受け入れ、既に活動をしている支援者につなげ、
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活動への参画を促進する。 

見学受入教室 (見学者数延べ 85 人) 

日本語教室・生活日本語クラス 延べ  11 人 

日本語教室・読み書きクラス 延べ  72 人 

日本語教室・ゼロレベルクラス他 延べ  2 人 

総合計 延べ  85 人 

 

■日本語学習支援ボランティアコーディネート 

日本語ボランティア養成講座修了生の活動支援等 35件 

日本語ボランティア養成講座では、修了生を対象に丁寧な活動支援を行ってきた。市内のボラン

ティア団体に養成講座修了生を紹介したり、両者のマッチングに同席したりすることで、修了生が

スムーズに活動を始められるようコーディネートした。 

 

■日本語コーディネート（自主事業） 

企業への日本語教師募集協力     3 件 

  個人への日本語プライベートレッスンマッチング  2 件 

  公立学校または市内ボランティア団体       2 件 

  日本語試験（J-CAT）受験サポート    1 件 

 

■高校生への日本語支援事業（自主事業） 

【日本語学習支援教室】 

派遣先 静岡県立浜松工業高等学校(定時制)（4月 18 日～7月 18 日 計 10 回。以降は、静岡県  

教育委員会外国人生徒みらいサポート事業へ引継ぎ） 

 対象者 3 人 

 派遣者 With U-Net 登録日本語教師 1人 

 

派遣先 静岡県立大平台高等学校(定時制)（5月 7日～2月 25 日 計 27 回） 

 対象者 3 人 

 派遣者 HICE 職員 1人 

 

【日本語支援アドバイザー派遣】  

 派遣先 静岡県立浜松大平台高等学校（4月 17日～2月 29 日） 

 派遣者 HICE 日本語総括コーディネーター1人 

 
■地域における日本語学習支援業務 

地域や外国人コミュニティとの連携により、ニーズを踏まえた日本語学習支援教室を開催。 
○フィリピン人児童・生徒を対象とした就学支援教室（ハロハロ教室）（499 人） 

協力  NPO 法人フィリピノナガイサ   

会場  南部協働センター 

期間 曜日 時間 
参加者（延べ） 

初期適応クラス 寄り添いクラス 

6 月 1 日～3 月 15 日 

（全 27 回） 
土曜日 13:30～15:30 90 人 409 人 

 

初期適応クラスでは以前ハロハロ教室に通っていた生徒がバイリンガル講師として指導にあ

たった。寄り添いクラスは「学校の宿題を持ってきて、それを終わらせる」ことを目標として設定

し指導を行った他、テスト前の試験対策や受験対策を実施した。 
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○ベトナム人の子ども学習支援（ティントゥオン教室）（1,055 人） 

協力  静岡県ベトナム人協会 

会場  三方原協働センター 

期間 曜日 時間 
参加者(延べ） 

未就学児 小学生 中学生 日本語 

5 月 15 日～2 月 26 日 

（全 35 回） 
水曜日 18:00～20:00 266 人 486 人 114 人 189 人 

教室には未就学児、小学生、中学生が参加し、学校の宿題、プリント、市販の問題集、ドリルな

どに取り組んだ。今年度は、昨年度と比較して年度途中に来日して中学生クラス、日本語クラスに

加入する学習者が増えた。また、第 2回、第 3回の保護者会を子どもたちと一緒に行う防災教室、

参観会に変更したことにより、保護者の出席率が上がり、教室への理解を深めることができた。 

 

○浜北日本語教室（757 人） 

協力 浜北国際交流協会  

会場 浜北文化センター 

期間 曜日 時間 会場 
参加者 

(延べ) 

4 月 1日～3月 29 日 

（41 回） 
土曜日 13:00～16:00 浜北商工会館 757 人 

 

外国人による日本語学習成果発表会 

開催日 令和 7年 2月 24 日（日） 

会 場 なゆた浜北３F「なゆたホール」 

出場者 13 人（5か国 13人）全員に「奨励賞」を授与 

来場者 約 150 人 

 

④外国人学校への日本語教師派遣事業（市委託：国際課 「外国人学習支援センター事業」） 
 外国人学校児童生徒への日本語学習支援のため、市内に所在し、本国政府の認可のある外国人学校

に対して日本語教師を派遣する。 

授業実施回数（単位：回） 

学校名 教員数 ４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10

月 

11

月 

12

月 
１
月 

２
月 

３
月 

学校計 

ムンド・デ・ 

アレグリア 

学校 

年間 

6 人 
152 137 159 147 105 102 173 148 94 91 92 127 1,527 

イーエーエ

ス伯人学校 

年間 

4 人 
163 182 172 204 91 131 186 175 71 110 217 194 1,896 

エ ス コ ー

ラ・アウカ

ンセ 

年間 

2 人 
60 73 68 68 50 64 68 64 39 56 63 60 733 

計 375 392 399 419 246 297 427 387 204 257 372 381 4,156 
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３．外国につながる次世代支援事業 

① 外国人の子どもの不就学ゼロ作戦事業（市委託：国際課） 

調査対象者となった就学年齢の外国にルーツをもつ子供に対して、訪問等で就学状況を確認し、状

況に応じて就学につなげるための支援を実施した。 

■就学状況の把握 

  調査項目 回数 対象 

A 新小学校 1 年生 1 回（第 1 回調査） 4 月に小学校 1 年生相当の年齢になる外国籍の子供 

B 次年度新中学校 1 年生 1 回（第 4 回調査） 次年度 4 月に中学校 1 年生相当の年齢になる外国籍の子供 

C 転入者 6 回 新たに浜松市に転入してきた外国籍の子供 

D 退学者 6 回 公立小学校、外国人学校等を退学した外国籍の子供 

調査対象者数                                                                    （人） 

  調査項目 調査対象者 訪問調査前に就学や異動等が確認された者 訪問調査対象者 

A 新小学校 1 年生 32 7 25 

B 次年度新中学校 1 年生 52 43 9 

C 転入者 85 37 48 

D 退学者 58 26 32 

合 計 227 113 114 

調査方法 

訪問回数（不在含む） 201 回 

訪問により面会できた件数  107 件 

訪問時は不在だったが、差し置き資料により連絡があった件数  21 件 

外国人学校・教育総合支援センターへの照会件数  43 件 

 

■令和 6 年度に行った 6回の調査の結果 

項目 報告時点 

調査 

対象者 

(227 人) 

浜松市に 

居住 

(180 人) 

就学 

調査及び支援等に

より、調査期間中

に就学が確認でき

た者(117 人) 

公立小学校 13 人 

公立中学校 17 人 

私立小学校 0 人 

私立中学校 0 人 

市内の外国人学校 84 人 

市外の外国人学校 3 人 

就学が確認できな

かった者(42 人) 

就学支援教室・学習施設等に在籍あり 29 人 

就学支援教室・学習施設等に在籍なし 13 人 

その他対象外案件 

(21 人) 

市教委に相談あり、手続きが進んでいる段階 5 人 

母国の通信教育を自宅学習している者 14 人 

母国や外国人学校等で中学を卒業した者 2 人 

長期休暇等で来日(母国で在学中) 0 人 
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居住実態なし 

訪問調査等により、転居・転出・

帰国が確認できた（47 人) 

居住実態なし（空室・別住民在住） 21 人 

親族等から一時帰国を確認した者 17 人 

国内外への転出 9 人 

合計 227 人 

 

■ケースに応じた支援 

≪令和 6 年度に行った 6回の調査で就学が確認できなかった者の現在の状況≫ 

（支援・継続調査・就学支援教室への在籍確認等による動向：令和 7年 3月 31 日現在） 

*前年度からの継続者 14名含む 

項目 年度末時点 

就学が 

確認で

きな

かった

者 

(56 人) 

浜松市に 

居住 

(49 人) 

就学 

継続調査及び

支 援 等 に よ

り、就学に結

びついた者 

(19 人) 

公立小学校 3 人 

公立中学校 0 人 

私立小学校 0 人 

私立中学校 0 人 

市内の外国人学校 16 人 

市外の外国人学校 0 人 

実質不就学 

(29 人) 

就学支援教室・学習施設等に在籍あり 19 人 

就学促進教室・学習施設等に在籍なし 10人 

その他対象外

案件 

(1 人) 

市教委に相談あり、手続きが進んでいる段階 0 人 

母国の通信教育を自宅学習している者 1 人 

母国や外国人学校等で中学を卒業した者 0 人 

長期休暇等で来日(母国で在学中) 0 人 

居住実態なし 

継続訪問調査等により、転

居・転出・帰国が確認でき

た者(7 人) 

居住実態なし（空室・別住民在住） 0 人 

親族等から一時帰国を確認した者 0 人 

国内外への転出 7 人 

合計 56 人 

 

■実質不就学(全体)が継続した者の内訳 (令和 7年 3月 31 日現在) ＊前年度からの継続者 14 名含む 

項目 人数 

実質 

不就学 

(29 人) 

就学支援教室等

に在籍あり(19 人) 

本国政府認可外の学習施設に通っている 5 人 

就学支援教室等に通っている(予定含む) 14 人 

就学支援教室等

に在籍なし(10 人) 

学校や支援教室に通っておらず、就学予定なし、帰国予定なし 2 人 

就学予定あり 3 人 

転出予定 5 人 

全体の合計 29 人 
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【不就学者の属性】 

1）国籍  2)相当学年     3)不就学の期間 

国籍 人数  小学校 人数  中学校 人数  期間 人数 

ブラジル 23 人  1 年生 4 人  1 年生 4 人  半年未満 19 人 

ベトナム 1 人  2 年生 0 人  2 年生 5 人  半年～1 年未満 3 人 

フィリピン 1 人  3 年生 3 人  3 年生 5 人  1 年～2年未満 5 人 

ペルー 1 人  4 年生 1 人  合 計 14 人  2 年～3年未満 0 人 

バングラデシュ 1 人  5 年生 3 人     3 年以上 2 人 

コロンビア 1 人  6 年生 4 人     合計 29 人 

チリ 1 人  合 計 15 人       

合計 29 人  小・中学校合計 29 人    

 

実質不就学者への支援 

・不就学判明後も家庭訪問等で状況を確認 

・教育総合支援センターや学校（現場）への同行 

・外国人学校や就学支援教室の案内や同行 

・関係機関や専門機関との連携 

(経済的な問題だけでなく、保護者の無知・無関心・無理解により就学の必要性を感じていないケース、

保護者の仕事等の都合で移動や滞在の不安定さ、日本の学校に馴染めないことや日本語に対する不安がみ

られるケース、発達障害・学習障害・精神障害により就学に対する不安がみられるケース、ネグレクトや

DV の虐待が疑われるケース、ヤングケアラーなどの困難事例では、関係機関へ相談し、今後の支援につい

て関係者らで話し合う場を設けた。） 

 

 

■外国人学校等スクールカウンセラー派遣（106 回） 

外国人学校等にカウンセラー(ブラジルの幼児教育と心理の専門家)の派遣を行った。 

これまでのカウンセリングにおいて、複雑な家庭環境により子供の情緒が安定せず、そのため友人関係や

学習面に影響がみられるケースが明らかになっている。子供が抱えている問題は複合的であり、外国人児童

生徒は日本での生活の中で核家族状態となりやすくサポートする親族等がいないため家族一人一人の負担

が大きい、文化や習慣の違いがあるため適応が難しい、保護者の仕事等の都合で移動が多く学業に影響が生

じやすい傾向がある。また、家族間の問題、ネグレクトや DV などの虐待、発達障害や学習障害などの発達

上の特性があること、家計が厳しいこと、ヤングケアラーなど、子供たちが様々な状況におかれていること

が明らかになっている。これらの子供たちが不就学にならないようにするには継続したカウンセリングが必

要である。 

 

 

派遣者：デヴィデ・ヴァンデル・ルイス（ブラジル人心理分析士/教育心理士） 

メンデス・大塚・ロシャナ（ブラジル人心理士/教育心理士） 
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派遣先 学校名 実施スケジュール 実施回数 参加人数 

 エスコーラ・アウカンセ 火曜日 9：00-15：00 40 回 152 人 

 ムンド・デ・アレグリア学校 水曜日 9：00-15：00 33 回 122 人 

 イーエーエス伯人学校 水曜日 9：00-15：00 18 回 287 人 

 コレジオ・アルテルナチバ 金曜日 9：00-12：00 6 回 6 人 

 ラピス・デ・コル 金曜日 9：00-12：00 9 回 20 人 

 合計 106 回 587 人 

 

 

 

 

●外国人学校等カウンセリング参加人数                        （人） 

学校 区分 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 合計 

エ
ス
コ
䤀
ラ
・ 

ア
ウ
カ
ン
セ 

相
談 

学校 2 0 0 0 0 0 3 13 18 

子供 36 24 16 9 1 1 27 11 125 

保護者 16 3 4 0 0 2 16 0 41 

子供の観察 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 54 27 20 9 1 3 46 24 184 

ム
ン
ド
・
デ
・ 

ア
レ
グ
リ
ア
学
校 

相
談 

学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

子供 40 106 80 20 1 10 4 24 285 

保護者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

子供の観察 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 40 106 80 20 1 10 4 25 286 

イ
䤀
エ
䤀
エ
ス 

伯
人
学
校 

相
談 

学校 0 0 0 0 0 0 0 101 101 

子供 7 49 30 17 3 4 3 90 203 

保護者 0 0 0 0 0 0 0 60 60 

子供の観察 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 7 49 30 17 3 4 3 251 364 

コ
レ
ジ
オ
・ 

ア
ル
テ
ル
ナ
チ
バ 

相
談 

学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

子供 4 2 2 0 0 0 0 3 11 

保護者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

子供の観察 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 4 2 2 0 0 0 0 3 11 
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備考： 

(1)学習障害の疑い／学校生活習慣の問題（暴力的、ルールが守れない、社会性に欠ける、強情的）

(2)精神障害の疑い  (3)家族関係の問題  (4)交際関係の問題  (5)いじめ/DV/依存症 

(6)自殺願望/自傷行為  (7)疾患/特定疾患  (8)その他 

 

② 定住外国人の子供の就学促進（市委託：国際課） 

外国籍の子供の就学促進のため、市内にある 3 つの学習機関と連携し、就学等に課題を抱える外国

にルーツをもつ子供の学びの場を確保するとともに、公立学校や外国人学校等教育機関への就学につ

なげるために必要な支援を実施した。 

 

■在籍数月別推移 

佐 鳴 台 教 室                               （人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

就学前 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 3 3 12 

小学生 0 0 1 1 1 2 2 2 2 2 3 3 19 

中学生 2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 3 38 

学齢超過 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 19 

合計 3 4 5 5 5 7 7 7 10 12 12 11 88 

 

雄 踏 教 室                               （人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

就学前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 

小学生 2 3 3 6 6 7 7 8 10 12 11 12 87 

中学生 1 1 1 1 1 1 2 4 4 2 2 2 22 

学齢超過 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 3 

合計 3 4 4 8 8 9 9 12 14 15 14 15 115 

 

 

ラ
ピ
ス
・
デ
・
コ
ル 

相
談 

学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

子供 8 2 2 0 0 0 2 7 21 

保護者 2 0 0 0 0 0 0 0 2 

子供の観察 4 1 0 0 0 0 0 3 8 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 14 3 2 0 0 0 2 10 31 

全
体 

相
談 

学校 2 0 0 0 0 0 3 114 119 

子供 95 183 130 46 5 15 36 135 645 

保護者 18 3 4 0 0 2 16 60 103 

子供の観察 4 1 0 0 0 0 0 4 9 

専門機関を紹介した者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 119 187 134 46 5 17 55 313 876 
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駅 南 教 室                               （人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

就学前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

中学生 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 6 

学齢超過 12 16 19 20 17 15 17 17 15 14 12 12 186 

合計 13 17 19 20 17 15 17 17 15 16 14 12 192 

 

■国籍別在籍実人数                             （人） 

国籍 佐鳴台教室 雄踏教室 駅南教室 合計 

ブラジル 8 21 0 29 

ベトナム 0 0 3 3 

フィリピン 0 0 24 24 

ペルー 4 0 1 5 

パキスタン 1 0 0 1 

バングラデシュ 1 0 1 2 

日本(外国ルーツ) 1 0 0 1 

合計 15 21 29 65 

 

■就学実績等                                （人） 

就学先等 佐鳴台教室 雄踏教室 駅南教室 合計 

公立小中学校 8 3 3 14 

公立高校等 2 0 10 12 

外国人学校 1 5 0 6 

その他 4 13 16 33 

合計 15 21 29 65 

※その他：他教室、就職、国内外転出、継続希望等 

《主な就学先》 

・浜松市立葵が丘小学校、入野小学校、佐鳴台小学校、瑞穂小学校、伎倍小学校 

・浜松市立可美中学校、高台中学校、雄踏中学校、佐鳴台中学校、東部中学校 

・静岡県立江之島高等学校、浜松北高等学校、浜名高等学校、新居高等学校、オイスカ浜松国際高等学校 

・ムンド・デ・アレグリア学校 

 

③ 外国にルーツを持つ青少年のキャリア支援事業（市委託：国際課 「外国人学習

支援センター事業」） 

■高校生のためのキャリア支援セミナー 大平台高校（110 人） 

 日 時 6 月 27日（木）①10：45～12：30 ②19：35～21：15 

 会 場 静岡県立浜松大平台高等学校 

参加者 大平台高校定時制生徒 110 人 

講 師 渡部ニコラス（遠州鉄道株式会社）、橋本ソナイラ（HICE） 

内 容 高校卒業後の働き方（正規/非正規雇用の違い）や、資格取得の大切さ、日本で就職活動を 

するうえで必要な知識などを学び、自身のキャリアパスを考えるきっかけとなることを目 

指した。 
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■関係諸機関とのネットワーク会議 

外国人青少年の支援に係る関係諸機関との連携体制を構築するため、ネットワーク会議を実施した。

会議は、県西部高等学校定時制通信制副校長教頭会と連携して行った。 

 日 時 9 月 3 日（火）13:00～14:00 

 会 場 静岡県立新居高等学校 

 参 加 10 団体 

静岡県立新居高等学校定時制課程／静岡県立浜名高等学校定時制課程 

    静岡県立浜松大平台高等学校定時制課程／静岡県立浜松北高等学校定時制課程 

    静岡県立浜松工業高等学校定時制課程／静岡県立磐田南高等学校定時制課程 

     静岡県立中央高校西部キャンパス／静岡県教育委員会高校教育課 

オブザーバー 浜松市国際課／事務局 浜松国際交流協会 

内 容 各校の在籍する外国籍生徒の状況やキャリア支援の取組、日本語能力試験受験費助成事業、 

浜松市日本語教室等に関する情報交換 

 

■夏休み学習支援事業 

 外国にルーツを持つ小中学生を対象にした教室を浜松市立中央図書館で開催。夏休み期間を活用し

て集中的に日本語で夏休みの宿題支援を行う。また、支援者は市内高等学校、大学に通う学生とした。 

講座名 回数 日程 受講者 

夏休みこども教室 5 7 月 29 日～8月 2 日 105 人 

 

 

④ 日本語能力検定試験助成金交付事業（自主事業：特定費用準備金） 

浜松市在住・在学の外国につながる子どもの日本語能力向上を支援するため、また、意欲はあるが経

済的な理由で受験を諦める子どもをゼロにするために、日本語能力試験に合格した子どもを対象に日

本語能力試験受験料を助成する事業を行った。 

助成対象受験回：2024 年度第 2回（12月実施） 

助成対象者：27 人 

合格レベル：N1－1人、N2-9 人、N3-5 人、N4-10 人、N5-2 人 

所属内訳：高校（定時制）－19 人、高校(全日制)－2人、中学校－1人、外国人学校－4人、 

支援教室－1人 
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４．多文化防災事業（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」）  

 

① 外国人防災リーダー養成研修 

 日時・場所 内容 参加者 

① 8 月 10 日（土） 

17：30～19：30 

多文化共生センター 

「防災リーダー緊急会議」 

・南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）に

ついて 

・防災リーダーの役割 

災害に備えるための再確認 

ハザードマップ、防災クイズ 

18 人 

② 10 月 19 日（土） 

13：00～14：45 

多文化共生センター 

「第 1回目」※新規参加者のみ 

・災害時多言語支援センター、防災リーダーの役

割 

・家庭内ＤＩＧ訓練、ハザードマップの見方など 

13 人 

 

③ 10 月 19 日（土） 

15：00～17：00 

多文化共生センター 

 「第 2回目」 

・災害時における社会福祉協議会の役割につい

て 

・浜松市災害ボランティアセンターなど 

19 人 

④ 11 月 2 日（土） 

13：30～15：30 

多文化共生センター 

「第 3回目」 

・防災リーダーによる防災グッズの紹介 

・浜松市災害ボランティア連絡会による「避難

所」など 

20 人 

 

②  情報収集と効果的な情報提供のための調査研究 
東海北陸地域国際化協会のネットワーク等を中心に情報収集等を行った。 

7 月 24 日（水）（13：30～16：30）、ぎふじゅうろくプラザ（岐阜県）にて、東海北陸圏内の

地域国際化協会の防災に関する取り組みについて情報交換を行い、各協会およびネットワー

クとしての取り組みについて協議した際に、各協会の台風・大雨等の情報提供の対応につい

て情報交換した。 

 

③  モデルケースを設定した多文化防災訓練 

日 時 10 月 16 日（水）9：00～12：00 

会 場 静岡大学情報学部 体育館 

参加者 28 人 ブラジル人学校高校生 

内 容 ・浜松市で大規模災害が起こったら？ 

・グループディスカッション「自分と家族を守るために」 

・防災クイズ 

・救援物資を運ぶためのドローン体験 

         

④ 災害時多言語支援センター設置訓練 

日 時 7 月 9日（火）9：30～11：00 

会 場 多文化共生センター 

参加者 20 人 
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⑤ 災害時に備えたネットワークの強化 

日 時 9 月 13 日（金）19：00～20：30 

会 場 多文化共生センター 

参加者 27 人（団体数：10） 

              浜松市社会福祉協議会、はままつ nanet、浜松市災害ボランティア連絡会 

       浜松市防災学習センター、浜松・浜名湖ツーリズムビューロー 

       浜松市（危機管理課、福祉総務課、国際課）、HICE 

       防災リーダー（5人：ポルトガル語、スペイン語、インドネシア語、フィリピ

ノ語、ベトナム語） 

内 容 ・浜松市の地域防災計画 

    ・災害対応について 

・災害時多言語支援センター 

    ・各団体による取り組みの紹介 

 
 

⑥ 災害・防災情報の提供 

 災害・防災等の緊急情報を、Facebook を通して、外国人市民に向け広く多言語により情報提供

した。 

月 内容 件数 

4 月 台湾地震への緊急支援募金について 1 

5 月 緊急避難場所開設について 1 

6 月 大雨に関する注意喚起 28 

8 月 南海トラフ地震関連 3 

台風 10 号 89 

10 月 大雨に関する注意喚起 19 

12 月 漏水について（給水） 2 

4 月 台湾地震への緊急支援募金について 1 

5 月 緊急避難場所開設について 1 
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１．地域共生事業（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」） 

① 各地域への個別支援（14 自治会から 17 件の相談）   
 相談内容 ・翻訳要請（15件） 

      ・情報提供等（1件） 

・現場に赴き、外国人住民と日本人住民の相互理解の支援（1 件） 

 

② 地域共生自治会会議（25 人） 
浜松市内の自治会役員等の関係者を対象に、自治会活動において外国人住民と日本人住民との共

生をどのように進めていくか、具体的に参考になるような講話を提供したり、自治会間の経験を学

び合ったりする場を提供する。 

 「改めて、おとなりの外国人の来日事情・生活事業を知る」 

日 時 7 月 20 日（土）14：00～16：00 

会 場 多文化共生センター 

参加者 25 自治会 25 人 

内 容 講話「在住インドネシア人・在住ベトナム人の生活事情」 

ヌルジャーナ（HICE インドネシア語相談員） 

ファム フォン（HICE ベトナム語相談員） 

    情報提供「通訳翻訳などの多文化共生センターのサービスについて」 

    小グループワークショップ フィリピン・ベトナム・ペルー・中国・インドネシア出身者

から日本での暮らしについて話を聞く 

 

２．多様性を生かしたまちづくり事業 （市委託：国際課 「多文化共生センター事業」） 

 

① はままつ多文化共生 MONTH(月間)事業 
（１）活躍する外国人市民のインタビュー記事の展示 

期間：10月 1日（火）～10 月 31 日（木） 会場 市役所１階ホール 

 

（２）外国人市民インタビュー記事の冊子作成（100 冊） 

過去 3年間 15人分のインタビュー記事の冊子を作成し、セミナー等で配布。 

 

② 文化・スポーツ紹介（51 件） 
Facebook により浜松市内の主要な文化・スポーツイベント等についての情報を多言語で提供。 

 合計 51件 

 

③ 地域活性化事業 
■文化施設スタッフ向け多文化対応力向上講座（70 人） 

 日 時 （１）8月 30 日（金）14：15～17：15 （２）9月 14 日（土）10：00～15：00 

 会 場 （１）Zoom （２）多文化共生センター、インドネシア料理店、鴨江アートセンター 

内 容  

（１）8 月 30 日（金） 

【講演】やさしい日本語落語の取り組み  登壇者：愛知県芸術劇場 林健次郎氏 

【レクチャー】浜松の外国人事情  登壇者：HICE 鈴木 

【トーク】異分野連携を始めたきっかけ  登壇者：鴨江アートセンター澤柳美千子氏、HICE 鈴木 

【インタビュー】外国人アーティスト視点からみた文化施設の利用 登壇者：パウロ・リカルド氏 

グローバル感覚に優れた人づくり 
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（２）9 月 14 日（土） 

【WS】文化施設におけるやさしい日本語について考える 

【ランチ】インドネシア料理店でのランチ  

【WS】鴨江アートセンター・木下惠介記念館で「やさしい日本語で」アート鑑賞ツアー 

参加者 （１）39人 （２）31 人 

 

■外国人材の現在と未来 ～「生活者」と「労働者」の視点から～（120 人） 

 日 時 11 月 11日（月）14：00～17：00 

 会 場 クリエート浜松 2階ホール 

 参加者 外国人材の雇用に関心のある浜松市内の企業等 120 人 

 内 容 基調講演：「外国人材の現在～労働者として生活者として」 

講師：神林龍氏（武蔵大学教授） 

     トークセッション：「外国人材の未来～浜松市民として～」 

  企業担当者：株式会社マルハナ代表取締役 花島隆是氏 

社会福祉法人三幸会理事長 竹村寿文氏 

  コメンテーター：神林龍氏 

  ファシリテーター：佐伯康考氏（静岡文化芸術大学 准教授） 

 

■「多様性を生かし未来をつくるワークショップ 

～アイデアの種で事業をつくる～」（19人） 

 文化的多様性を強みに世界的な視野で社会へのメッセージを持って浜松市で活躍している 3 名の

若者から実践や想いについての話を聞き、それをアイデアの種として参加者と地域を活性化するた

めの新たな価値・文化を生み出すプログラムを考えた。 

日 時 1 月 18 日（日）10：00～16：00  

会 場 多文化共生センター  

参加者 19 人（高校生、大学生、外国ルーツの参加者を含む） 

内 容 【第 1部】アイデアの種を聞く 

     パウロ・リカルドさん（ビューティーアーティスト） 

     南咲空さん（ダイバーシティ研修企画） 

     笠井美和さん（地球にやさしいオシャレ屋さん miwa 屋主宰） 

    【第 2部】ワークショップ アイデアを交換し、プログラムをつくる 

     ファシリテーター 三田景子さん（国際理解教育ファシリテーター） 

 

④ インターナショナル・フェスティバルの運営（市負担金：国際課） 
 浜松多文化創造活動促進事業実行委員会事務局として運営。 

日 時 12 月 8 日（日）10：00～18：00 

会 場 浜松市ギャラリーモール ソラモ 

来場者 約 8800 人 

内 容 多国籍料理や 12 か国の約 15 団体によるダンスや音楽の披露、防災コーナー、生活情報提供

コーナーなど  

 

⑤インターカルチュラル・シティセミナーの運営（市負担金：国際課） 

“落語で楽しく！映画で気づく！異文化コミュニケーション” 

  浜松多文化創造活動促進事業実行委員会事務局として運営。 

日 時 10 月 26 日（土）13：30～16：00 
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会 場 アクトシティ浜松 コングレスセンター52 会議室 

参加者 42 人 

内 容 （１）木下惠介記念館に勤める戴周杰
たいしゅうき

氏の講演 

・「“映画”で日本と中国を繋ぐ・深める・盛り上げる  

～浜松に暮らす中国人の若者として～」 

・戴さんが制作した短編映画「魚香寿司」の上映 

（２）落語家の桂かい枝師匠による「やさしい日本語・英語落語公演」  

 

⑥浜松市外国人材活躍宣言事業所認定事業（市委託：国際課） 

■認定事業 

 外国人材の活躍推進に積極的に取り組んでいる事業所を対象に、チェックリスト等に基づき審査を

し、優良事業所として認定した。認定された事業所は、浜松市公式ホームページにおいて公表される

とともに、浜松市の発注する建設工事、物品購入、業務委託において優遇措置を受けられる。また、

認定マークの使用が可能になる。 

 認定事業所数  17 事業所(更新 9社、新規 8 社) 

認定事業所名  更新：株式会社浜名ワークス・有限会社伸栄総合サービス・文丘建設株式会社・ 

株式会社フジヤマ・株式会社アクティシステム・社会福祉法人三幸会・ 

ヤマハ株式会社・有限会社メット・東海下水道整備株式会社  

  新規：エボルテック株式会社 浜松開発センター・ユービーサポート株式会社・ 

中村建設株式会社・株式会社東横イン 浜松駅北口 

エンケイ株式会社・株式会社イカイインダストリィ・聖隷クリストファー大学附属 

クリストファーこども園・パイフォトニクス株式会社 

 授与式     11 月 15 日（金）9:30～10:00 会場：市役所 庁議室 

■アドバイザー派遣事業 

・認定事業所からの依頼による多文化共生分野の助言・サポート業務 0社（0回） 

・応募を検討する事業所への外国人材雇用等のアドバイザー派遣業務 3社（4回） 

  

３．グローバル人材の育成と活用  

① 地球人教育出前講座及びコーディネート(市委託：国際課 「多文化共生センター事業」) 

■学校等への派遣 

学校名等 参加者 登録ボランティア等 専門職員 

浜松市立佐鳴台中学校  62 
 

多文化共生センター1 名 

静岡県立大学 80  多文化共生センター1名 

日本プライマリ・ケア連合

学会 

8 
 

多文化共生センター1 名 

静岡文化芸術大学デザイン

学部 

30 国際理解教育専門家１名  

浜松北高校定時制 29  多文化共生センター1名 

浜松北高校定時制 29  多文化共生センター1 名 

浜松城北工業高校 12 NPO 法人代表  
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天竜高校春野校舎 20 インドネシア出身者他 1

名 

 

天竜高校春野校舎 20 インドネシア出身者他 1

名 

 

浜松市教育研究会中学社会

科研究部 

40 国際理解教育専門家 1名  

（一社）グローバル教育推

進プロジェクト GiFT 

16  多文化共生センター1名 

浜名湖ロータリークラブ 28  多文化共生センター1名 

静岡大学附属浜松中学校 106 大学講師 1名  

浜松開誠館高校 30  多文化共生センター1名 

浜松市立曳馬小学校 99  多文化共生センター2名 

生活協同組合パルシステム

静岡 

20 インドネシア出身者他 1

名 

 

浜松医科大学大学院 6  多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 57  多文化共生センター1 名 

浜松市立看護専門学校 57  多文化共生センター1 名 

浜松市立看護専門学校 57  多文化共生センター2名 

浜松市立看護専門学校 57 中国出身者 1名 多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 57 インドネシア出身者他 1

名 

多文化共生センター1 名 

浜松市立看護専門学校 57 フィリピン出身者 1名 多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 57 ベトナム出身者 1名 多文化共生センター1名 

浜松市立看護専門学校 57  多文化共生センター1名 

聖隷クリストファー大学 40  多文化共生センター1名 

静岡大学 12  多文化共生センター1名 

南山大学 5  多文化共生センター1名 

常葉大学（外国語学部） 110 
 

外国人学習支援センター

1 名 

常葉大学（外国語学部） 120 インドネシア出身者 1名 

（元日本語教室学習者） 

 

静岡県行政経営研究会 39 
 

外国人学習支援センター 

1 名 

東京外国語大学(オープン

アカデミー) 

25 
 

外国人学習支援センター 

1 名 

静岡文化芸術大学（文化政

策学部） 

30 
 

外国人学習支援センター 

1 名 

浜松日本語学院(4コマ) 27  外国人学習支援センター 

1 名 

 

■学校・団体等からの訪問受け入れ 

 学校名・団体名 

訪問先・期間 

訪問者数 多文化共生 

センター 

外国人学習 

支援センター 

磐田市立南部中学校 1 日  6 人 

浜松市立東部中学校 1 日  5 人 

NPO 法人フィリピノナガイサ「駅南教室」 1 日  15 人 

静岡大学浜松キャンパス 1 日  20 人 

静岡県立浜松商業高等学校 3 日  12 人 

浜松いわた信用金庫 SDGｓ推進部 1 日  3 人 
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愛知大学 1 日  1 人 

静岡文化芸術大学 芸術文化学科 1 日  5 人 

静岡大学情報学部 1 日  1 人 

浜松開誠館高校 1 日  1 人 

宇都宮市 1 日  4 人 

筑波大学大学院 1 日  1 人 

橋本財団 1 日  2 人 

静岡文化芸術大学大学院 1 日  1 人 

静岡文化芸術大学 国際文化学科 1 日  1 人 

浜松日体高等学校 1 日  1 人 

静岡県立浜松北高等学校 1 日  1 人 

静岡大学附属浜松中学校 1 日  3 人 

静岡県立浜北西高等学校 1 日  3 人 

聖隷クリストファー大学社会福祉学部 1 日  1 人 

国際開発学会倫理的食農システム研究部会 1 日  6 人 

中京大学 1 日  1 人 

武蔵野大学 1 日  1 人 

浜松市立中部中学校 2 日  2 人 

アーツカウンシルしずおか 1 日  1 人 

JICA 国内事業部インターン 1 日  1 人 

静岡県ＵＤ特派員 1 日  1 人 

浜松開誠館高等学校 1 日  4 人 

上智大学総合グローバル学部 1 日  8 人 

静岡県立浜松西高等学校中等部 2年 2 日  4 人 

（公財）神戸国際コミュニティセンター 1 日  3 人 

静岡県立浜松西高等学校中等部 1年 1 日  6 人 

トヨタ財団助成プロジェクトチーム 1 日  4 人 

浜松市立蜆塚中学校 1 日  2 人 

聖隷クリストファー大学 1 日  2 人 

文教大学 1 日  2 人 

科研費事業チーム（静岡文化芸術大学他） 1 日  10 人 

都留文科大学 1 日  1 人 

学校法人三幸学園 1 日  1 人 

摂南大学 1 日  1 人 

愛知県国際交流協会 1 日  3 人 

浜松学芸高等学校 1 日  4 人 

神奈川県立元石川高等学校 1 日  2 人 

浜松市立東部中学校  1 日 5 人 

浜松いわた信用金庫 SDGｓ推進部  1 日 4 人 

遠州広域行政推進会議  2 日 24 人 

熊本市・熊本市国際交流協会  1 日 3 人 

静岡県立浜北西高等学校  1 日 3 人 

京都府議会総務・警察常任委員会  1 日 14 人 

総務省  1 日 3 人 

加藤学園暁秀高等学校  1 日 1 人 

合計 51 団体 延べ 56 日 合計 214 人 
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② グローバル人材セミナー（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」）（32 人） 
あなたの国際協力の意欲はどこから？私はウガンダから！そしてなぜかバングラデシュへ 

 

日 時 11 月 15 日（金）19：00～20：30 

場 所 多文化共生センター 

参加者 32 人 

内 容 講師 石坂貴美氏（静岡文化芸術大学准教授） 

国際協力のキャリアの一例と、開発途上国の社会の仕組みを変えるために行動したこと

について 

・ウガンダの話＆国際協力に出会ったきっかけ 

・JICA 協力隊としてバングラデシュの職業訓練校で染色指導を始めて気づいたこと 

・日本とウガンダとバングラデシュの現状についてデータを見比べて考える 

 

③国際理解教育講座（自主事業）（87 人） 

 ■「国際理解教育ファシリテーター養成講座」 

場 所 浜松市多文化共生センター 

主 催 はままつ国際理解教育ネット 

共 催 JICA 中部 

参加者 高校生、大学生、中学教員、高校教員、保育士、会社員 等 

内 容 多文化共生、貧困、環境問題などの今日的課題を通じた国際理解教育に関する概要を学

ぶとともに、ファシリテーターとしてのスキルの取得を目指す連続講座。 

日 時 内容 講師 受講者 

8 月 25 日（日）

10：00～17：00 

国際理解教育ファシリテーターとは 

テーマ別①多文化共生・在住外国人 

はままつ国際理解教

育ネット  

26 人 

9 月 29 日（日）

13：00～17：00 

テーマ別②平和と戦争・異文化理解 はままつ国際理解教

育ネット  

21 人 

10 月 20 日（日）

13：00～17：00 

テーマ別③食糧問題・環境問題 はままつ国際理解教

育ネット  

21 人 

11 月 24 日（日）

10：00～17：00 

ワークショッププログラム作り はままつ国際理解教

育ネット  

19 人 

 

 

④第１５回はままつグローバルフェア（自主事業）（4,203 人） 

目 的 広く市民（特に次世代を担う子ども・若者）に呼び掛け、国際交流に参加するはじめの

一歩の機会とし、文化を通した多文化共生の社会づくりにつなげる。外国人と日本人同

士の交流の場を提供し、気軽に多くの方に参加してもらう機会とする。    

日 時 令和 7年 2月 9日（日） 

場 所 クリエート浜松 １階・２階・４階・５階 

来場者 4,203 人（延べ） 

会場 ブース名 内容 

ふれあい広場 

ワールドマーケッ

ト 
海外の雑貨や食品、フェアトレードグッズの販売 

入国審査官体験 名古屋入管による入国審査官体験ブース 

創造活動室 海外文化体験 
ムスリムグループHAMKAによるインドネシア・バングラデシュ文化紹介・

体験   

中庭 世界の料理 市内外国料理店による飲食物の販売 
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22 講座室 
フィリピノ語スピ

コン 

NPO 法人フィリピノナガイサによるフィリピノ語スピーチコンテストお

よびフィリピン文化紹介展示 

アトリエ 日本語教室発表会 常葉大学と HICE で連携した天竜 ICT クラスの成果発表会 

多文化共生セン

ター 
生活相談会 

名古屋入管による外国人向け生活相談会 

防災コーナー 

特別会議室 文化体験 JICA 静岡県ＯＶ会による展示・相談・国旗の缶バッチ作り 

51 会議室 国際理解ＷＳ はままつ国際理解教育ネットによる国際理解教育ワークショップ 

53 会議室 Korekara Buddy HICE これからバディ企画による「世界ごちゃまぜ文化祭」 

 

 

⑤外国人コミュニティ・ライフステージ講座（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」）

（42 人） 
内 容 国籍別・言語別にそれぞれのニーズに応じてテーマを設定し、各言語によるセミナーを行った。 

 日時・場所 内容 参加者 

ベトナム人 

向け 

11 月 9 日（土） 

14：00～16：00 

多文化共生センター 

日本の教育制度や塾、習い事、受験、奨学金、

ママ友など、子どものために保護者ができるこ

とについて 

講師：HICE 職員 

7 人 

ブラジル人 

向け 

11 月 30 日（土） 

10：00～11：30 

多文化共生センター 

日本の年金制度や年金ネットの使い方、永住許

可の取り消しの可能性などについて 

講師：年金事務所 

13 人 

フィリピン人

向け 

2 月 16 日（日） 

13：00～15：00 

多文化共生センター 

一時帰国のついでに年金脱退一時金をもらう

メリット・デメリット、交通違反や税金と年金

が永住許可に与える影響、永住許可と帰化取得

の条件等について 

講師：行政書士 古橋洋美 

22 人 

 

⑥ 多文化体験・交流事業(市委託:国際課「外国人学習支援センター事業」) （171 人） 
日本語ボランティア養成講座修了生 有志のグループが、自主的に企画した日本文化体験イベ 

ントを通して、日本人、外国人市民が交流を深めながら多文化共生を身近なものとして感じる講座。 

■多文化体験 講師：おしゃべりタイム（With U-Net） 場所：外国人学習支援センター 

  日にち 時間 内容 参加者 

1 
6 月 24 日（月） 12：00～14：30 「七夕まつり体験」 49 人 

2 
11 月 11 日（月） 13：30～14：30 「秋まつり体験」 46 人 

3 
12 月 19 日（木） 12：00～13：30 

「防災について自分でできる

ことをやってみよう！」 
47 人 

4 
2 月 17 日（月） 13：30～15：00 「ひなまつり体験」 29 人 

合計 171 人 
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⑦ ブリッジビルダー育成（36 人） 

「外国人住民とともにあゆむ地域活動～つながりの中にいる人・いない人～」 

日 時 7 月 27 日(土)13：00～16：30 

会 場 多文化共生センター 

参加者  36 人 

（社会福祉協議会職員、市教委、市職員など外国人支援に職務上の関わりがあり、地域コ

ミュニティにおいても外国人住民との相互理解を進める人材となりうる人） 

内 容 ・「外国人住民とともにあゆむ地域活動（オンライン） 

       講師：宮城潤（那覇市若狭公民館指定管理者・NPO 法人地域サポートわかさ） 

・HICE の取り組み  

       講師：松岡真理恵（HICE） 

・「やさしい日本語」ワークショップ 

       講師：内山夕輝（HICE） 

 

⑧ 企業向け従業員研修（自主事業） 

■浜松日本語学院学院との連携によるビジネス日本語研修 

企業からの依頼を受け、事業所内の会議室内またはオンラインで日本語の講習を行う。受講者の

レベルや目指すこと、企業のニーズなどを丁寧に聞き取り、各企業に適したカリキュラムをカスタマ

イズして提案。介護、建設等、業種に応じたテキストを使い、専門用語を学ぶことも可。授業は浜松

日本語学院の日本語教師が行う。 

日  程 2023 年 8月 23 日～2024 年 8月 7 日 17:00～18:30 週 1 回（12か月コース） 

企 業 名 株式会社浜名マルマ 
参加人数 バングラデシュ人従業員 1名 （技人国ビザ） 

講  師 青野加奈子（浜松日本語学院） 

内  容 新入社員として入社後～1年間の日本語講習。毎週水曜日の終業時間後に事業所

の会議室内で学習した。受講終了後 N3に合格。 

 

日  程 2024 年 11 月 8日～11月 28 日 14:00～16:25 週 4 回（30 時間コース） 

企 業 名 株式会社浜名ワークス 
参加人数 インドネシア人従業員 2名 （特定活動ビザ） 

講  師 鈴木真理・鈴木規之・花村柚香子（浜松日本語学院） 

内  容 来日後すぐから１か月の研修期間の間に集中的に実施。テスト、面接等は対面。

授業はオンラインにて行われた。 

 

⑨ 福祉・子育て等他領域での「やさしい日本語」研修（自主事業）（32 人） 

日  程 ①2月 27 日(木）②3月 6日(木）③3月 13 日(木） いずれも 10：00～12：00 

企業名等 伊佐見協働センター 
参加人数 32 人 

講  師 鈴木由美恵（浜松国際交流協会・地域日本語教育コーディネーター） 

アンケート とても良かった 40%、良かった 60％ 

話して伝えることの難しさを感じました。それぞれの人の日本語能力も違うと思

うので、相手に合わせた言葉を選ぶことが大切だなと思いました。 
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４．国際交流・国際理解事業 

１）外国語講座  

 ①国際交流のための外国語講座（自主事業）（38 人） 

■国際交流のためのベトナム語講座：初級 オンライン（全 12回） 

講 師 坂井亜美 

日 程 火曜日 19：00～20：30 

第 1 期 5 月 14 日～8月 6日（5/28 休講） 4 人 受講者 

合計 8人 第 2 期 9 月 10 日～11 月 26 日 4 人 

 

■国際交流のためのインドネシア語講座：初級（全 12回） 

講 師 川越レニ 

日 程 火曜日 19：00～20：30 

第 1 期 5 月 14 日～8月 6日（5/28 休講） 7 人 受講者 

合計 13 人 第 2 期 9 月 10 日～11 月 26 日 6 人 

 

■国際交流のためのポルトガル語講座：初級 オンライン（全 12 回） 

講 師 柳澤クリスティーナ 

日 程 木曜日 19：00～20：30 

第 1 期 5 月 16 日～8月 1日 9 人 受講者 

合計 17 人 第 3 期 9 月 12 日～11 月 28 日 8 人 

 

２）交流イベント（自主事業） 

① 「世界とつながろう！花博でグローバル体験！」 

浜名湖花博 2024 インターナショナルウィーク 

日 時 令和 6 年 5 月 27 日（月）～6 月 2 日（日）9:30~17:00 

内 容 ◇世界を知る 5/27（月）～6/2（日）終日展示     

    ・世界の花や植物の写真展（JICA）      

    ・HICE 紹介ブース        

   ◇多文化体験プログラム（6/1・6/2）      

    ・静岡県を拠点としているフェアトレード団体の紹介および雑貨・飲み物販売  

    ・ミニ・グローバルカフェ（フェアトレ関係者の話と商品を試飲できるスペース） 

    ・浜松に暮らす外国人住民との交流（文化紹介、ダンス体験、アート体験、バッチ制作） 

    ・民族衣装体験＋写真撮影（JICA）      

   ◇体験プログラム内容     

    ・6/1（土）各国文化紹介（アイルランド、ネパール、ペルー）、フェアトレード紹介

    ・6/2（日）フランスメキシコアート、アフロブラジリアンダンス、マラウィ文化紹介 

  会 場  浜名湖ガーデンパーク 企業出展仮設テント内 体験交流広場  

参加団体 10 団体 
共 催  JICA 浜松デスク        
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② 中国文化体験講座 中国の伝統文化・民族衣装・食・中国語を体験しよう！（17 人） 

日 時 10 月 10 日（木）中秋月の楽しみ方（お茶・月餅など）  

    10 月 24 日（木）民族の踊りと民族衣装体験 

    11 月 14 日（木）かんたん中国語入門・切り絵体験 

    11 月 28 日（木）みんなで作ろう！水餃子体験 

場 所 クリエート浜松 53 会議室、クッキングルーム 

参加者 17 人 

共 催 中部協働センター 

 

５．担い手の育成：ボランティア活動支援事業（自主事業） 

① HICE ボランティアバンクの運営（2,642 人）（前年度 3,000 人） 
通訳・翻訳、日本語教育、ホームステイ、イベント、出前講師に関する市民ボランティアの活

動を推進した。 

＜ボランティアバンク登録人数＞ 6 区分  

出前講師ボランティア 221 人 

通訳・翻訳ボランティア 505 人 

日本語学習ボランティア 582 人 

ホームスティボランティア 286 人 

バディ・ボランティア            201 人 

イベントボランティア 847 人 

 合計： 延べ 2,642 人 

 

② バディ・ボランティア活動「HICE これからバディ」（延べ 416 人） 
概 要 地域で暮らす外国人日本人住民がバディ（仲間）としてゆるくつながれる場づくりをし

て、HICE ボランティアが企画に参画しながら交流活動を行った。季節の行事として地域に

出向くほか、何もなくても定期的に集まれる場所として「バディルーム」を月 1 回行った。 

 また、福祉団体など共にイベントを行い、異なるコミュニティとの交流の幅を広げた。 

共 催 JICA 浜松デスク 

参加者 留学生、技能実習生、企業で働いている人、日本人の家族などで新しく浜松市に住み始め

た人が主に参加。国籍も多様で、インドネシア、ブラジル、フィリピン、ペルー、中国、

スリランカ、バングラデシュ、インド、スーダン、ネパールなど 19か国に及んだ。 

内 容 1.バディルーム （年 9回）（213 人） 

    2.季節の行事  

    ・お花見に行こう 4月 7日（日）  21 人 

    ・浜松まつりに行こう 5月 3日（金）  13 人 

    ・竜ヶ岩洞・横尾歌舞伎ツアー 9月 8日（日） 49 人 

    ・これからちまたパーティ収穫祭 10 月 5 日（土） 44 人 

     （共催：NPO 法人クリエイティブサポートレッツ・社会福祉協議会） 

    ・横尾歌舞伎公演 10 月 13 日（日） 10 人 

    ・わいわいパーティ 12 月 15 日（日） 44人 

（共催：にほんご NPO） 

    ・ベトナムクッキング 1月 19 日（日） 22 人 

その他、浜名湖花博 2024 ブース出店、バドミントン等活動する有志のグループに参加 （5回） 

 

③ホームステイ（10 家族 10 人） 
静岡大学浜松キャンパスに在籍する留学生に、日本の一般家庭にホームステイし、日本の生活様

式や習慣、文化を体験する機会を提供し、浜松に愛着を持つきっかけとする。またホストファミリー

となる日本の一般家庭には、留学生と交流する機会としてもらい、相互の親睦を深め、広く国際交

流・国際理解の促進を図る。 
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  日 時 12 月 6 日（金）～8日（日）2泊 3日 

  参加者 10 家族 留学生 10 人（韓国、ウクライナ、インドネシア、台湾、バングラデシュ、 

ハンガリー、オーストリア、インド、ミャンマー） 

 

６．担い手の支援：国際交流活動支援事業  

①多文化共生・国際交流推進事業費助成金の交付（市補助金：国際課）（申請 31 件確定 26 件）（前年度 25 件） 

浜松市内で活動する多文化共生・国際交流関係団体を支援するため、多文化共生・国際交流推進

事業費助成金を交付した。 

                                       （円） 

NO 団体名 事業名 交付確定額 

1 浜松インドネシア友好協会 インドネシア・フェスティバル in 浜松 2024 200,000 

2 特定非営利活動法人 
フィリピノナガイサ 

ことばをきっかけに広がる国際交流促進事業 123,000 

3 浜松市浜北日中友好協会 日中友好交流事業 140,000 

4 ＫＳＣ子供サポーターズクラブ 外国にルーツを持つ子どもたちへの学習支援 450,000 

5 特定非営利活動法人ＡＲＡＣＥ ＡＲＡＣＥ希望教室事業 425,000 

6 ＮＰＯ法人浜松外国人子ども教
育支援協会 

未来へはばたけ！「まつっこ」カミング計画
2024 

218,000 

7 そらの会 放課後そらの会 270,000 

8 
龍の会 

外国籍児童生徒への日本語教育及び学習補助
支援 

194,000 

9 静岡県ベトナム人協会 在日ベトナム人のための日本語教室 450,000 

10 特定非営利活動法人日本語教育
ボランティア協会（ジャボラ
NPO） 

ジャボラ日本語教室 360,000 

11 特定非営利活動法人浜松外国人
子ども教育支援協会 

中学校 放課後学習支援教室 アイスプラ
ネット 

158,000 

12 中国文化交流会 中国人のための日本語勉強会 138,000 

13 特定非営利活動法人浜松日本語
日本文化研究会 にほんご NPO 

外国人住民に対する日本語学習支援「にほん
ご日曜教室」 

360,000 

14 特定非営利活動法人浜松日本語
日本文化研究会 にほんご NPO 

外国人住民に対する日本語学習支援「にほん
ご木曜教室」 

257,000 

15 特定非営利活動法人浜松外国人
子ども教育支援協会 

外国につながりをもつ子供のための就学前支
援教室「つくしっこ」 

87,000 

16 特定非営利活動法人浜松外国人
子ども教育支援協会 

コレジオ アルテルナチーバ「日本語事業」 136,000 

17 特定非営利活動法人 
フィリピノナガイサ 

定住フィリピン人青年のための進路支援事業 144,000 

18 Don・Bosco 学習支援グループ 日本語及び日本社会に関する学習支援事業 450,000 

19 International Institute of 
Education and Culture（IIEC） 

成長プロジェクトⅡ 学習支援塾 192,000 

20 アソシアシオン・シビル・ゲステ
イオン・シウダダナ 

浜松市スペイン語圏健康自己啓発と医療の相
談会 2024 年 

400,000 

21 在浜松ブラジル総領事館市民評
議会 

「沈黙を破る」家庭内暴力の包括的な考察 150,000 

22 GCC 中国語教室 GCC 中国語教室 450,000 

23 YACHAY スペイン語 読み・書き・会話教室 YACHAY 450,000 

24 International Institute of 
Education and Culture（IIEC） 
 

成長プロジェクトⅠ 継承言語としてのポル
トガル語 

388,000 
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25 Diversity Camp in 浜松実
行委員会 

Diversity Camp in 浜松 2024 146,000 

26 アルテ・ブラジル実行委員会 アルテ・ブラジル 2024 300,000 

 合 計 7,036,000 

 

②天竜地域事業 
■日本語教室（市委託：国際課「外国人学習支援センター事業」） 

期 間 4 月 7日～3月 23 日 日曜日 10：00～11：30 全 48 回 

 場 所 二俣ふれあいセンター（天竜区二俣町） 

 内 容 生活に役立つ日常会話 

 受講者 登録者数 36 人 参加者数 延べ 521人 

国 籍 インドネシア、タイ、ベトナム、中国、ブラジル、フィリピン他 

 

■協働センターでのふれあいまつり参加（自主事業） 

二俣協働センターにて開催（2月 28 日～3月 2日）3日間で 650 名来場（まつり全体） 

天竜における活動を写真で紹介した。 

 

③セミナールームの活用（市委託:国際課 「多文化共生センター事業」）（8,428 人) 

  浜松市多文化共生センターのセミナールームをオープンルームとして一般に公開するとともに、

講座・セミナー等の事業活動に利用した。 

年間利用者数 8,428 人 

 

④多文化共生・国際交流活動支援事業（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」） 

■多文化共生活動団体への支援及び助言 

・国際理解教育活動を進める市民グループ（はままつ国際理解教育ネット）の活動支援 

国際理解教育の担い手となる人材育成のための「国際理解教育ファシリテーター養成講座」

（対面）の開催を支援。(4 回) 

  8 月 25 日（日）、9月 29 日（日）、10月 20 日（日）、11 月 24 日（日） 

・フェアトレード推進の市民団体「はままつフェアトレードタウンネットワーク」の活動支援 

フェアトレードを推進する浜松市市民団体の定例ミーティングの開催、フェアトレードマー

ケットの開催支援。（１回） 

5 月 26 日（日） 

  ・外国にルーツを持つ若者グループ COLORS 活動支援 

   外部からの講師依頼や登壇依頼に関するコーディネート支援を行った。 

  ・在日ブラジル人心理分析士協会（APBJ）活動支援 

    ブラジル人メンタルヘルス専門家による団体立ち上げを支援し、設立記念イベント実施の支

援を行った。 

    5 月 6日（月）17：00～20：00 多文化共生センター 

  ・静岡県ベトナム人協会の防災教室の開催を、講師派遣および静岡大学の協力を取り付ける支援

を行った。 

    7 月 31 日（水）18：00～19：30 三方原協働センター 

     ・ベトナム人防災リーダーによる防災クイズ 

     ・災害時のドローン活用について（静岡大学 藤岡研究室） 

  ・近年増加している高度人材系の企業等で働く在住ベトナム人家族に向けた情報提供教室の開催

支援。 

・ブラジル人団体 TH Assessoria 活動支援 

    9 月 15 日（日）13：00～16：00 多文化共生センター 

     ・日本の保育園、幼稚園、こども園の違い 

     ・保育園の「認可」「認可外」の違い、保育園の申込み方法 

     ・一時保育、保育園のルール、小学校の入学式の時の服装など 
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■多文化共生活動者ネットワーク化事業 「補助金説明会＆国際交流・多文化共生情報交換会」  

  日 時 1 月 11 日（土）14：00～16：00 

  会 場 多文化共生センター 

  参加者 13 団体 16 人 

 

７． 情報収集・提供事業  

①機関紙 HICE NEWS の発行（自主事業） 

   当協会の活動内容や講座等を掲載。日本語、ポルトガル語、英語の三ヶ国語で発行し、HICE会

員や外国人児童生徒の保護者、外国人学校、協働センター等の公共機関に配布・設置した。 

発行部数：日本語版 1,900 部 ポルトガル語版 2,200 部 英語 900 部  合計 5,000 部 

    発行回数：年 4回発行  

 

②はままつ多文化共生・国際交流ポータルサイト HAMAPO の運営（市委託：国際課・自主事業） 

ホームページ ページビュー数 233,772 回 

  

③Facebook の運用（市委託：国際課・自主事業） 
ポルトガル語、日本語・英語 2言語併記による Facebook を運用。その他、ベトナム語、スペイ

ン語、フィリピノ語、スペイン語による「Consultation Hamamatsu」Facebook も別途運用し、多

言語による情報提供を行った。 

 

④Instagram の運用（市委託：国際課・自主事業） 
HICE の公式アカウント「hice_hamamatsu」を原則毎週１回更新した。投稿内容は多文化共生セ

ンター事業、外国人学習支援センター事業、HICE 自主事業の３種類とし、投稿記事や画像作成は、

ターゲットとなる若者（ブラジルルーツ大学生含む）が担当した。2024 年 4 月時点で 757 人だっ

たフォロワー数は、2025 年 3 月時点で 956 人まで増加した 

 

⑤HICEinfo メールによる情報配信（自主事業） 

会員・ボランティア等に情報を配信。年間 17 回配信。 

配信先 2,073 人 

 

⑥情報カウンターの運営（市委託：国際課 「多文化共生センター事業」）（1,952 人） 

外国人市民・日本人市民に対し、必要な情報を提供した。 

 

 

 

 

事業報告の付属明細書 
 令和６年（2024）年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、

定款 8条（2）に規定する事業報告の付属明細書は作成しない。 

 

延べ提供数 
外国人 日本人 合計 

1,156 人 796 人 1,952 人 


